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今号の
主な内容

2
～
5

面

助産所などでの妊婦健診費用助成、私立高校等入学資金融資のあっせん… 2面

/都営住宅(家族・単身者)入居者募集… 5面

6
・
7
面

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画(
中間報告)、11月8 日は「いい歯の日」、

若者の「働く」を応援、特別区民税の納付

8
～
1
1
面

家電リサイクル料金の変更… 8 面/ 輝けあ

だち人( 区内野菜農家の新井さん) 、まちか

どQ&AC 子育て中の皆さんに直 撃) … 11面

12
面
「読み語り」で信頼と豊かな
心を育もう

応援しま
すワーク・ライフ・バランス
新時代の組織や働き方を考えよう

問い合わせ先=男女参画プラザ　　電話3880- 5222　区のホームページアドレス　ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
(
仕
事
と
生
活
の
調
和
)
」
。
最
近
、

新
聞
な
ど
で
目
に
す
る
機
会
が
多
い
こ
の
言
葉
の
意
味
を

、
皆
さ
ん

は
ご
存
じ
で
す
か
?

残
業
を
減
ら
し

、
家
庭
で
過
ご
す
時
間
を
増

や
す
こ
と
で
、
個
人
生
活
を
充
実
さ
せ
る
と
共
に
、
企
業
や
社
会
全

体
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の
考
え
の
一
つ
で
す
(
図
1
)
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
と
は
?

子
育
て
期
の
女
性
だ
け
で
な

く
、
独
身
の
方
や
子
育
て
期
の
男

性
、定
年
後
の
高
齢
者
な
ど
、性
別

や
世
代
な
ど
に
か
か
わ
り
な
く
、

仕
事
と
家
庭
な
ど
を
、
自
分
が
望

む
バ
ラ
ン
ス
で
選
択
し
、
実
現
で

き
る
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

仕
事
以
外
の
生
活
に
着
目

自
分
の
働
き
方
を
見
直
す
こ
と

で
、
仕
事
の
効
率
が
よ
く
な
り
、

時
間
的
余
裕
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
地
域
活
動
や
自
己
啓
発
等

無
理
な
く
行
え
る
な
ど
、
仕
事
以

外
の
時
間
が
充
実
し
、
生
活
が
潤

う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
家
庭
生
活
な
ど
の
充
実
で
、

仕
事
へ
の
意
欲
や
創
造
性
を
高
く

持
つ
こ
と
が
で
き
、
自
分
を
活
か

せ
る
好
循
環
を
作
り
出
し
ま
す
。

企
業
経
営
に
も

プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す

少
子
高
齢
化
や
団
塊
世
代
の
大

量
退
職
な
ど
に
よ
り
、
労
働
人
口

が
減
少
す
る
中
で
、
優
秀
な
人
材

の
確
保
は
、
企
業
経
営
に
と
っ
て

重
要
な
課
題
で
す
。
残
業
時
間
の

削
減
や
育
児
休
業
の
取
得
な
ど
に

積
極
的
な
企
業
は
、
働
く
側
も
自

分
の
生
活
を
大
事
に
で
き
る
こ
と

か
ら
魅
力
が
あ
り
、
就
職
希
望
も

増
え
て
い
る
ほ
か
、
女
性
の
定
着

率
が
高
ま
る
傾
向
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
勤
務
時
間
な
ど
に
柔
軟
な

制
度
を
導
入
す
る
企
業
で
は
、
従

業
員
自
身
が
労
働
時
間
の
管
理
や

仕
事
の
効
率
化
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
、生
産
性
が
向
上
し
、企
業

経
営
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は

企
業
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
の
効
果

が
あ
る
の
で
す
。

区
が
企
業
を支

援
し
ま
す

区
で
は
、
企
業
の
経
営
の
安
定

と
、
そ
こ
で
働
く
従
業
員
の
家
庭

生
活
の
向
上
を
両
立
さ
せ
る
た

め
、次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業

区
内
企
業
に
専
門
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
派
遣
し
て
、
企
業
の
現
状

調
査
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
実
現
に
向
け
た
経
営
効
率
化

の
手
法
の
提
案
や
助
言
な
ど
を
行

い
ま
す
。
※
記
事
内
の
「
わ
た

し
た
ち
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
」
の
2
社
が
今
年
度
利
用

企
業

□
両
立
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業区

内
企
業
に
社
会
保
険
労
務
士

を
派
遣
し
、
国
や
都
の
両
立
支
援

の
助
成
金
申
請
や
就
業
規
則
の
整

備
な
ど
の
事
務
補
助
を
行
い
ま

す
。そ

の
ほ
か
、
2
1年
度
に
は
「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
認
定
企
業

制
度
」
を
創
設
し
て
、認
定
企
業
の

公
表
や
積
極
的
な
紹
介
を
行
う
な

ど
、
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
う
予
定
で
す
。

区
で
は
、
さ
ら
に
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
だ
れ
も
が
い
き

い
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
を
つ
く

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

各
種
助
成
事
業
な
ど
、
く
わ

し
く
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

図1　 ワーク・ライフ・バランスの実現

ワーク・ライフ・バランスの実現

個人
充
実
し
た
生
活

働
き
が
い
の
あ
る
仕
事生産性・満 足度・忠 誠心の向 上 で貢献

会社
優
秀
な
人
材
の
確
保

生
産
性
・
業
績
の
向
上

組
織
力
の
ア
ッ
プ

仕事 と生活の両 立をサ ポ ー 卜

明るく豊かな社会へ

社

会
持続的発展
次世代の育成

わたしたちのワーク・ライフ・バランス①

人生の節目、節目の変化に

会社が対応してくれるこ
とで、さらなる力を会社へ

株式会社マイクロエレベーター社員

水 原 曜 氏

小学生の子どもが初めての夏休みを迎える
ため、できるだけ一緒に過ごしたいという思
いから、会社へ就業時間の短縮を申し出まし
た。ワーク・ライフ・バランスの必要性を社
長も認識しており、快く認めてくれたおかけ
で、午前中は子どもと一緒に過ごし、午後は
学童保育に預けて仕事に専念することができ
ました。
ワーク・ライフ・バランスにより生み出さ
れた時間を、自分の私生活に投資すること
で、結果的に仕事の効率化が実現できるとい
うことを私自身実感しました。これからます
ますその意識が会社に根付いていくと、自分
も家族も生活が充実していくと思います。

わたしたちのワーク・ライフ・バランス②

仕事は従業員の幸せを
創りだすためにある

株式会社オーケイエス代表取締役 社長

大 神 田 佐 敏 氏

従業員の私生活を充実させることで、密度
の濃い時間を確保し、仕事の能率を上げたい
と思ったのが、区のコンサルティング事業を
利用するきっかけでした。
以前から「仕事は従業員が幸せになるため
にするもの」との思いもあり、ワーク・ライ
フ・バランスをより充実させることが、経営
にも従業員の生活にもよい影響を与えると思
ったのですOこの事業により、仕事のしくみ
を見直すことで、従業員のスキルアップ、さ
らに会社のレベルアップを図っていきたいと
考えています。そして我が社のしくみ作りへ
の取り組みがほかの中小企業の先駆けになれ
たらよいと思っています。

葦

立
ち

私
の
小
学
校
時
代
に
は
、
現
在

の
区
立
第
九
中
学
校
の
横
に
梅
島

図
書
館
が
あ
り
ま
し
た
。
近
く
の

友
だ
ち
に
案
内
さ
れ
て
、
初
め
て

足
を
踏
み
入
れ
た
図
書
館
で
は
、

あ
の
独
特
の
に
お
い
と
、
子
ど
も

に
と
っ
て
は
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り

の
量
の
本
を
前
に
、
ぼ
う
然
と
立

ち
尽
く
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
◆
最
初
に
借
り
た
本
は
「
ク
マ

の
プ
ー
さ
ん
」。
背
伸
び
を
し

て
、
書
棚
の
中
か
ら
目
に
付
く
本

の
中
で
一
番
分
厚
い
本
を
選
ん
だ

の
で
す
。当
時
は
手
書
き
の
貸
出

カ
ー
ド
に
自
分
で
借
り
た
本
の
題

名
を
記
入
。い
っ
ぱ
い
に
な
る

と
、
色
が
違
う
新
し
い
カ
ー
ド
が

も
ら
え
る
の
を
楽
し
み
に
、
図
書

館
に
せ
っ
せ
と
通
っ
た
こ
と
も
懐

か
し
い
思
い
出
で
す
◆
卒
業
式
や

入
学
式
に
第
九
中
学
校
に
お
邪
魔

す
る
た
び
に
、
今
も
当
時
と
同
じ

場
所
に
立
っ
て
い
る
「
二
宮
金
次

郎
」
の
銅
像
の
前
を
通
る
と
、
木

造
の
古
め
か
し
い
図
書
館
で
、時

間
を
忘
れ
て
夢
中
に
な
っ
て
読
ん

だ
本
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
◆

図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

多
方
面
か
ら
様
々
な
ご
提
言
を
頂

戴
し
て
い
ま
す
。
人
生
を
ほ
の
ぼ

の
と
、ま
た
は
鮮
や
か
に
照
ら
し

て
く
れ
る
よ
う
な
本
と
の
出
会
い

を
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
提

供
で
き
る
よ
う
、
施
策
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

足
立区長
　
近
藤
や
よ
い

▲ 第九中学校にある
二宮金次郎像

東京都24時間医療機関案内「ひまわり」　電話5272- 0303
※ 医療機関・診療時 間などの情報をいつでもお 知らせし てい ます。

( HP) ht t p: / /www. hi mawar i . met ro. t okyo. j p/
(携帯) ht t p: / /www. hi mawar i . met ro. t okyo. j p/ kt /
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申し込み記入例】

切
手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は申し込み係名など)

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ドレ ス は
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡

例

申込…申し込み方法
期限…申込期限
場・申・問先…場所・申込先・問い
合わせ先
HP…ホームページアドレス
メール… Eメールアドレス
※ 費用の記載がないものは無料

子
育
て
・
教
育

年
末
保
育
を
行
い
ま
す

□
東
京
都
認
証
保
育
所

日
程
等
=
表
1

基
本
保
育
時
間
=

午
前
7
時
3
0分
～
午
後
6
時
3
0

分

※
延
長
保
育
が
で
き
る
施
設

あ
り

対
象
=
就
労
な
ど
の
保
護

者
の
条
件
な
し

※
子
ど
も
の
年

齢
は
施
設
に
よ
り
異
な
る

費
用
=
1

日
2
千
5
0
0
円
(
基
本
保
育
時

間
の
費
用

。
延
長
保
育
、
給
食
費

は
施
設
に
よ
り
異
な
る
)

※
定

員
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
く
わ

し
く
は
希
望
の
認
証
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

□
区
立
保
育
園

日
時
=
1
2月
2
9日
(
月
)・
3
0日
(火
)、

午
前
7
時
3
0分
か
ら
午
後
6
時
3
0

分
の
間
で
保
護
者
が
必
要
と
す
る

時
間

実
施
保
育
園
=

中
央
本

町

、
伊
興
大
境
、
第
二
日
ノ
出
町

対
象
=

保
護
者
の
就
労
の
た
め

、

日
中
保
育
を
必
要
と
す
る
満
6

ヵ

月
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も

費
用
=
1

日
2

千
5
0
0円(

給
食
費

込
み
)

申
込
受
付
期
間
=
1
1
月
2
6

日
(
水
)～
2
8日
(
金
)
※
申
し
込
み

方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

。
問
先
=

▽

区
内
の
公
立
・
私
立
認
可
保
育
園

に
通
っ
て
い
る
方
…
通
っ
て
い
る

保
育
園

▽
そ
の
他
の
方
…
希
望

す
る
実
施
保
育
園
ま
た
は
保
育
計

画
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

表1　 東京都認証保育所年末保育日程等

助
産
所
な
ど
で
の
妊
婦
健
診

費
用
の
助
成
を
始
め
ま
す

対
象
=
4
月
1
日
以
降
区
内
在
住

で

、
区
が
交
付
し
た
「
妊
婦
健
康

診
査
受
診
票
」
を
利
用
で
き
な
い

妊
婦

内
容
=
助
産
所
な
ど
で
の

出
産
お
よ
び
妊
娠
中
の
母
体
管
理

の
健
診
費
用
の
助
成
(
1
度
の
出

産
に
対
し
て
1
回
4
千
円
を
上
限

に
9
回
分
ま
で
)

申
込
=
次
の

す
べ
て
を
持
参
…
健
診
を
受
け
た

助
産
所
な
ど
で
発
行
し
た
領
収
書

の
写
し
/
未
使
用
の
妊
婦
健
康
診

査
受
診
票
(
1
回
目
用
の
受
診
票

を
除
く
)
/
母
子
健
康
手
帳
/
本

人
の
金
融
機
関
口
座
番
号
が
わ
か

る
も
の
/
印
鑑

期
限
=
出
産
日

か
ら
1
年
以
内

申
・
問
先
=
健

康
推
進
課
健
康
推
進
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

1
1月
の
土
曜
予
防
接
種
外
来

日
時
=
1
1
月
1
5
日
(
土
)
、
午
後
3
時

～
5
時
※
受
け
付
け
は
午
後
4

時
3
0
分
ま
で
対
象
=
B
C
G
、

ポ
リ
オ
を
除
く
各
予
防
接
種
の
法

定
年
齢
内
の
子
ど
も
※
麻
し
ん

は
M
R
ワ
ク
チ
ン
で
の
接
種
と
な

る
場
合
あ
り
。
当
日
、
予
防
接
種

の
相
談
も
可
申
込
=
母
子
健
康

手
帳
、
予
防
接
種
予
診
票
を
持
参

の
上
、
保
護
者
同
伴
で
当
日
直
接

会
場
へ
場
・
問
先
=
足
立
区
医

師
会
(
中
央
本
町
3
-
4
-
4
。

当
日
、
午
後
3
時
～
5
時
の
み
)
　
　

電
話
(
3
8
8
0
)
1
8
6
6

問
先
=
区
・
健
康
推
進
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

私
立
高
校
等
入
学
資

金
融
資
の
あ
っ
せ
ん

取
扱
金
融
機
関
=
区
内
の
足
立
成

和
信
用
金
庫
/
東
京
ス
マ
イ
ル
農

業
協
同
組
合
対
象
=
次
の
す
べ

て
に
当
て
は
ま
る
方
…
私
立
高

校
・
高
等
専
門
学
校
進
学
予
定
者

ま
た
は
大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ

る
私
立
の
専
修
学
校
高
等
課
程
進

学
予
定
者
と
同
居
し
て
い
る
保
護

者
/
区
内
に
1
年
以
上
居
住
し
、

住
民
税
の
滞
納
が
な
い
/
勤
続
　

(
営
業
)
年
数
が
1
年
以
上
(
東

京
ス
マ
イ
ル
農
業
協
同
組
合
の

み
)
/
1
9
年
中
の
年
収
が
次
の
限

度
額
以
下
…
給
与
所
得
者
は
支
払

給
与
の
総
額
が
1
千
万
円
以
下
、

事
業
所
得
者
は
総
所
得
金
額
な
ど

が
8
0
0
万
円
以
下
※
取
扱
金
融
機

関
の
貸
し
付
け
基
準
に
よ
り
融
資

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
あ
り
内

容
=
入
学
金
/
施
設
費
/
制
服
代

/
教
科
書
代
融
資
金
額
=
1
万

円
単
位
で
1
0
～
5
0
万
円
利
率
=

年
1
.
8
%
返
済
期
限
=
融
資
を
受

け
た
日
の
翌
月
か
ら
3
年
以
内

申
込
=
窓
口
※
区
で
審
査
後
、

取
扱
金
融
機
関
に
申
し
込
み
。
申

し
込
み
か
ら
融
資
ま
で
1
0
日
程
度

必
要
申
込
期
間
=
1
1
月
4
日
～

2
1年
2
月
2
7日

申
・
問
先
=
学

務
課
助
成
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

11月の献血
受け付け時に、運転免許証や保険証など、本人確認がで

きるものを提示してください。

問先=都・赤十字血液センター電話5534- 7550　　　
区・衛生管理係電話3880- 5891

11月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施術を当番制で行っ

ています。 ≪健康推進課≫

※ いずれも時間は、午前9 時～午後5 時

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
11

月
の
予
定

※ 麻しん( はしか) の抗体価検査を、有料で健康相談日に行っています。くわしくは保健総合センターにお問い合わせください。

□ 電話番号は、よく確認してから掛けてください　各施設と間違えられて電話が掛かり、迷惑をしている区民の方がいます。
電話番号をよく確認の上、掛けてください。また、必ず相手を確認してから用件を話してください。
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区
　

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
2
面
右
上
の
記
入
例
参
照

私
立
幼
稚
園
な
ど
の
園
児

の
保
護
者
へ
の
補
助
金

対
象
=
私
立
幼
稚
園
な
ど
の
園
児

の
保
護
者
で
、
次
の
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
方
…
本
人
お
よ
び
園
児

が
区
内
の
住
民
登
録
地
ま
た
は
外

国
人
登
録
地
に
居
住
し
、
そ
こ
か

ら
園
児
が
通
園
し
て
い
る
/
保
育

料
・
入
園
料
を
納
め
て
い
る
/
園

児
の
年
齢
が
次
に
当
て
は
ま
る

(
2
1年
度
入
園
予
定
児
は
平
成
1
5

年
4
月
2
日
～
1
8年
4
月
1
日
生

ま
れ
〈
平
成
1
8年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
は
満
3
歳
の
誕
生
月
か

ら
〉
、
卵一
年
度
通
園
中
の
園
児
は

平
成
1
4年
4
月
2
日
～
1
7年
4
月
1

日
生
ま
れ
〈
平
成
1
7年
4
月
2

日
以
降
生
ま
れ
は
満
3
歳
の
誕
生

月
か
ら
〉
)
/
同
一
生
計
者
の
2
1

年
度
区
市
町
村
民
税
額
が
年
度
内

に
判
明
す
る
(
2
0年
度
通
園
児
は
2
0

年
度
区
市
町
村
民
税
額
)
/
本

人
お
よ
び
園
児
が
外
国
籍
の
場
合

は
、
在
留
資
格
と
一
年
以
上
の
在

留
期
間
が
あ
る

申
込
=
▽
2
1年

4
月
に
区
内
幼
稚
園
に
入
園
…
2
1

年
5
月
上
旬
、
幼
稚
園
か
ら
配
布

す
る
申
請
書
を
園
に
提
出

▽
2
1

年
4
月
に
区
外
幼
稚
園
に
入
園
…

入
園
後
4
月
中
に
要
問
い
合
わ
せ

▽
現
在
通
園
中
…
2
1年
3
月
3
1日

ま
で
に
幼
稚
園
に
申
請

問
先
=

児
童
給
付
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

健
康
・
衛
生

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
講
演
会

日
時
=
1
1
月
1
9
日
(
水
)
、
午
後
1
時

3
0分
～
3
時
3
0分

内
容
=
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
と
は
何
か
/
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
の
関
係

や
体
へ
の
影
響

講
師
=
菅
原
正

弘
氏
(
菅
原
医
院
院
長
)
定
員
=
4
0

人
(
1
0月
2
7日
か
ら
先
着

順
)
申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
係

電
話
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

健
康
美
人
度
ア
ッ
プ

大
作
戦
(
3
日
制
)

日
時
=
1
1
月
1
0
日
(
月
)
・
1
3
日
(
木
)
・

2
7
日
(
木
)
、
午
前
1
0
時
～
正
午
対

象
=
6
4歳
ま
で
の
女
性

内
容
=

自
分
の
血
液
検
査
値
か
ら
体
の
状

態
を
知
る
/
健
康
を
維
持
す
る
た

め
の
運
動
・
食
生
活
の
学
習

持

ち
物
=
最
近
の
血
液
検
査
の
結
果

講
師
=
保
健
師
/
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
/
管
理
栄
養
士

定
員
=
3
0人

(
1
0月
2
7日
か
ら
先
着
順
)

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
東

和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健

係

　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

胃
を
手
術
し
た
人
の

懇
談
会

日
時
=
1
1
月
1
9
日
(
水
)
、
午
後
1
時

3
0分
～
3
時
3
0分

内
容
=
胃
を

手
術
し
た
人
の
術
後
の
生
活
や
後

遺
症
の
悩
み
の
話
し
合
い
/
胃
交

会
(
胃
を
手
術
し
た
人
の
自
主
グ

ル
ー
プ
)
の
説
明

講
師
=
小
沢

昭
司
氏
(
小
沢
内
科
胃
腸
科
医

師
)

定
員
=
5
0
人
(
1
0
月
2
7
日

か
ら
先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=

竹
の
塚
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

電
話
(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

ぜ
ん
息
児
和
太
鼓
教
室
と

保
護
者
向
け
講
演
会

□
ぜ
ん
息
児
和
太
鼓
教
室

日
時
=
1
1
月
2
9
日
(
土
)
、
午
前
9
時

3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
場
所
=
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
ぜ
ん
息

を
治
療
中
の
小
・
中
学
生
の
方

内
容
=
声
を
出
し
な
が
ら
の
和
太

鼓
の
演
奏

講
師
=
種
市
政
義
氏

(
和
太
鼓
奏
者
)
な
ど

□
講
演
会
「
ぜ
ん
息
の
こ
ど
も
と

ど
う
向
き
合
う
?
」

日
時
=
1
1
月
2
9
日
(
土
)
、
午
前
1
0
時

～
1
1
時
3
0
分
場
所
=
区
役
所

※
受
け
付
け
は
庁
舎
ホ
ー
ル
前

対
象
=
ぜ
ん
息
の
小
・
中
学
生
の

保
護
者
な
ど

講
師
=
小
嶋
な
み

子
氏
(
国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー

第
一
専
門
診
療
部
ア
レ
ル
ギ
ー
科

心
理
療
法
士
)い

ず
れ
も

定
員
=
各
3
0人
(
1
0月
2
7日
か
ら

先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・

問
先
=
公
害
保
健
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

福

祉

特
別
障
害
者
手
当
・
障

害
児
福
祉
手
当
の
申
請

□
特
別
障
害
者
手
当

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま

る
方
…
区
内
在
住
/
2
0歳
以
上
/

施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
/
病

院
・
診
療
所
に
入
院
し
て
い
な
い
/

法
律
で
定
め
る
重
度
の
障
害
の

た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

特
別
の
介
護
が
必
要

支
給
額
=

月
額
2
万
6
千
4
4
0
円

□
障
害
児
福
祉
手
当

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま

る
方
…
区
内
在
住
/
2
0歳
未
満
/

施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
/
障
害

児
本
人
が
障
害
を
理
由
と
す
る
公

的
年
金
を
受
け
て
い
な
い
/
法
律

で
定
め
る
重
度
の
障
害
の
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
が

必
要

支
給
額
=
月
額
1
万
4
千
3
8
0

円

い
ず
れ
も

障
害
者
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務

者
の
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
問
先
=
障
害
給
付
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
4
7
2

福
祉
事
務
所
(
表
2
)

表2　 福祉事務所一覧
特
別
障
害
者
手
当
な
ど

(国
制
度
)
の
振
り
込
み

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

祉
手
当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)

の
8
月
か
ら
1
0
月
分
を
、
届
け
出

先
の
口
座
へ
1
1
月
4
日
ご
ろ
に
振

り
込
み
ま
す
。
※
3
ヵ
月
以
上

入
院
、
施
設
入
所
し
た
場
合
は
、

要
連
絡
問
先
=
障
害
給
付
係
　
　

電
話
(
3
8
8
0
)
5
4
7
2

高
次
脳
機
能
障
害
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
1
1
月
1
5
日
(
土
)
、
午
後
1
時 3

0分
～
4
時

内
容
韭
咼
次
脳
機

能
障
害
に
見
ら
れ
る
主
な
症
状
と

日
常
生
活
に
お
け
る
支
援

講
師
=

渡
邉
修
氏
(
首
都
大
学
東
京
健

康
福
祉
学
部
教
授
)

定
員
=
1
0
0

人
(
1
0月
2
7日
か
ら
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
自
立
生
活
支

援
室

電
話
(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

じ
ん
臓
機
能
障
害
セ
ミ
ナ
ー

「
知
っ
て
い
ま
す
か
?
　
人

工
透
析
の
医
療
と
生
活
ケ
ア
」

日
時
=
1
1
月
1
6
日
(
日
)
、
午
後
1
時

3
0分
～
3
時
3
0分

場
所
=
竹
の

塚
障
害
福
祉
館

対
象
=
区
内
在

住
で

、
じ
ん
臓
機
能
障
害
の
あ
る

方
と
そ
の
家
族

※
関
心
の
あ
る

方
も
可

講
師
=
井
口
靖
浩
氏

(
井
口
腎
泌
尿
器
科
院
長
)

定

員
=
5
0人
(
1
0月
2
7日
か
ら
先
着

順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
自
立
生
活

支
援
室電

話
(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

難
病
講
演
会
「
専
門
医

が
語
る
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
の
最
新
治
療
」

日
時
=
1
1
月
1
8
日
㈹
、
午
後
2
時

～
4
時

対
象
=
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
の
患
者
と
そ
の
家
族

講
師
=

志
村
秀
樹
氏
(
順
天
堂
大
学
医
学

部
附
属
浦
安
病
院
神
経
内
科
医

師
)

定
員
=
5
0人
(
1
0月
2
7日
か

ら
先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

電
話
(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

福
祉
は
、
4
面
に
続
き
ま

す

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
21

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
!

が
ん
は
身
近
な
病
気

区
の
死
亡
統
計
に
よ
る
と
、
亡

く
な
っ
た
方
の
う
ち
1
0人
に
3
人

の
方
は
、
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
が
ん
は
、
決
し
て
他
人
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
が
ん
に
な
っ
て
も
手

術
を
し
て
、
元
気
に
な
っ
て
い
る

方
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療

を
心
掛
け
れ
ば
、
決
し
て
怖
い
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
定
期
的
に

が
ん
検
診
を
受
け
、
早
い
う
ち
に

が
ん
を
発
見
す
る
事
で
、
治
療
の

効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
乳
が
ん
患
者
の
7
1
%は

「
自
己
検
診
」
を
き
っ
か
け
に
が

ん
を
早
期
に
発
見
し
て
い
ま
す

(
1
6年
の
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
が

ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー
調
査
結

果
)
。
月
に
1
度
は
自
己
触
診
で

し
こ
り
が
な
い
か
調
べ
る
な
ど
、

チ
ェ
ッ
ク
す
る
習
慣
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。

が
ん
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
か

ら
、
禁
煙
や
食
生
活
の
改
善
、
適

度
な
運
動
な
ど
に
よ
り
、
予
防
で

き
る
病
気
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
最
近
よ
く
耳
に
す
る
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
、

生
活
習
慣
病
予
防
が
、
が
ん
の
予

防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
が
ん
に
な
っ
た
方
の

う
ち
5
%
は
、
感
染
症
が
原
因
で

す
。
B
型
・
C
型
肝
炎
で
肝
臓
が

ん
に
な
り
や
す
く
、
ピ
ロ
リ
菌
で

胃
が
ん
に
な
り
や
す
い
の
で
、
感

染
の
有
無
を
検
査
し
、
早
め
に
治

療
し
ま
し
ょ
う
。

区
で
は
、
が
ん
検
診
(
あ
だ
ち

広
報
1
0月
1
0日
号
6
面
ま
た
は
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
)
の
ほ

か
、
食
事
や
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
の
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。
く

わ
し
く
は
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
健
康
づ
く
り
担
当
》

医療安全相談窓口をご利用ください

日時=月～金曜日(祝日・年末年始〈12月29日～
21年1月3日〉を除く)、午前9時～正午/午後1
時～4時30分※ 相談時間は1人30分まで内容
= 医療に関する事、診療所・歯科診療所などに関
する悩み事など、どこに相談したらよいか困った
場合に看護師の専門相談員が対応 ※ 秘密厳守。
医療過誤など医療行為における過失や因果関係の
有無、責任の所在の判断・決定や医療機関との紛
争の仲介・調停など、裁判にかかわるものは対応
不可 相談方法= 電話 相談先= 医療安全相談窓
口 　3880 ―5475
□ 病院についての苦情・相談
都の「患者の声相談窓口」で受け付けます。相

談先=都・患者の声相談窓口(月～金曜日、午前
9時～正午/午後1時～5時)電話5320- 4435　　　　　　　

- い ずれも 一
問先=区・医薬衛生係電話3880- 5362

夕焼け放送の時間変更

夕焼け放送は、11月1日
から21年1月31日まで午後
4時になります。問先=
青少年センター管理調整係　　　　　　

電話5242- 8162

区内全域での歩行喫煙・ごみのポイ捨て・犬のフンの放置は禁止です! 地域活動支援係電話3880- 5856
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申し込み記入例】

切
手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は申し込み係名など)

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ドレ ス は
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡

例

申込…申し込み方法
期限…申込期限
場・申・問先…場所・申込先・問い
合わせ先
HP…ホームページアドレス
メール… Eメールアドレス
※ 費用の記載がないものは無料

福
祉
は
、
3
面
か
ら
の
続

き
で
す福

祉

動
脈
血
中
酸
素
飽
和
度

測
定
器
の
給
付
対
象
難

病
の
拡
大

拡
大
す
る
対
象
難
病
=
進
行
性
筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
ミ
オ
ト
ニ
ー

症
候
群
、
遺
伝
性
(
本
態
性
)
二

ユ
ー
ロ
パ
チ
ー
、
先
天
性
ミ
オ
パ

チ
ー
※
所
得
制
限
あ
り
受
け

付
け
開
始
日
=
1
1
月
4
日
(
火
)
※

必
要
書
類
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。
問
先
=

障
害
施
策
推
進
担
当

電
話
(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

「
福
祉
の
し
ご
と
」

相
談
・
面
接
会

日
時
=
1
1
月
4
日
(
火
)
、
午
後
1
時

～
4
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎

ホ
ー
ル

対
象
=
福
祉
の
仕
事
に

就
き
た
い
方

内
容
=
区
内
福
祉

関
係
事
業
者
に
よ
る
就
職
の
相

談
・
面
接

申
込
=
不
要

※
当

日
直
接
会
場
へ

問
先
=
高
齢
調

整
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

地
域
保
健
福
祉
推
進

協
議
会
の
傍
聴

日
時
=
1
1
月
6
日
(
木
)
、
午
後
2
時

～
4
時

※
受
け
付
け
は
、
午
後
1

時
～
1
時
3
0分

場
所
=
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル

定
員
=
2
0
人

(
抽
選
)

※
傍
聴
方
法
な
ど
、

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
問
先
=
福
祉
管
理
課
調

整
担
当電

話
(
3
8
8
0
)
5
7
3
2

綾
瀬
福
祉
園
ふ
く
ふ

く
祭
り
「
ふ
れ
あ
い
」

日
時
=
1
1
月
1
5
日
(
土
)
、
午
前
1
0
時

～
午
後
2
時

内
容
=
模
擬
店
/

バ
ザ
ー
/
ゲ
ー
ム
な
ど

申
込
=

不
要

※
当
日
直
接
会
場
へ
。
車

で
の
来
園
は
不
可

場
・
問
先
=

綾
瀬
福
祉
園
(
東
綾
瀬
1
-
2
6
-
2
)

電
話
(
3
6
0
5
)
7
1
8
7

問
先
=
障
害
福
祉
計
画
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

7
3歳
以
上
の
区
民
に

無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
等
=
▽
1
1
月
7
日
(
金
)
・
2
1
日

(
金
)
…
千
住
あ
ず
ま
住
区
セ
ン
タ
ー

分
室
▽
1
1
月
1
1
日
(
火
)
・
2
5
日
(
火
)

…
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

受
付
時

間
=
午
前
9
時
1
0分
～
午
後
3
時

1
0分

※
1
回
約
4
0分

定
員
=

各
4
8人
(
先
着
順
)
申
込
=
不

要

※
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

障
害
福
祉
計
画
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

高
齢
医
療
・
年
金

長
寿
(
後
期
高
齢
者
)

医
療
制
度
保
険
料
の

軽
減
に
申
告
を

所
得
税
や
住
民
税
が
未
申
告
の

た
め
所
得
が
不
明
の
場
合
は
、
保

険
料
の
軽
減
措
置
を
適
用
で
き
ま

せ
ん
。
2
0年
度
の
場
合
、
例
え
ば

年
金
収
入
で
年
額
1
6
8
万
円
以
下
の

方
は
、
保
険
料
の
均
等
割
額
が
8
。
5

割
減
額
に
な
り
ま
す
(
保
険
料
が

年
額
5
千
4
0
0円
の
方
は
減
額
済

み
)
。
未
申
告
の
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
※
世
帯
構
成
に
よ
つ

て
減
額
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

あ
り

問
先
=
資
格
収
納
係

電
話
(
3
8
8
0
)
6
0
4
1

人
材
募
集

中
小
企
業
相
談
員

(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
6
5
歳
未
満
で
中
小
企
業
診

断
士
の
資
格
を
有
す
る
方
勤
務

内
容
=
中
小
企
業
の
経
営
全
般
・

創
業
に
関
す
る
相
談
・
指
導
な
ど

勤
務
条
件
=
週
3
日
勤
務
、
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
雇
用
期
間
=

1
年
(
更
新
あ
り
)
報
酬
=
日

額
1
万
7
千
円
※
交
通
費
な
し

募
集
人
数
=
若
干
名
選
考
=
書

類
審
査
お
よ
び
面
接
採
用
予
定

日
=
2
1
年
4
月
1
日
(
水
)
申
込
=

申
込
書
、
履
歴
書
、
資
格
証
の
写

し
を
持
参
ま
た
は
郵
送

※
申
込

書
は
中
小
企
業
支
援
課
経
営
支
援

係
で
配
布
す
る
ほ
か
、
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
期
限
=
1
1
月
2
8
日
(
金
)
必
着

申
・
問
先
=
経
営
支
援
係
(
あ
だ

ち
産
業
セ
ン
タ
ー
内
)

〒
1
2
0・O
O
3
4

千
住
1
-
5
-
7

電
話
(
3
8
7
0
)
8
4
0
4

授
業
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象
=
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門

学
校
に
在
籍
中
の
方
ま
た
は
社
会

人
な
ど

内
容
=
区
立
小
・
中
学

校
で
授
業
や
放
課
後
補
習
(
国

語
・
算
数
〈
数
学
〉・
理
科
・
社

会
・
英
語
)
の
支
援

謝
礼
=
1

日
に
つ
き
千
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー

ド

申
込
=
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E

メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、「
授
業
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

」

を

連

絡

。
後

日

送

付

す

る

募

集

要

項

に

あ

る

登

録

申

請

書

を

区

へ

郵

送

ま

た

は

フ

ァ
ク

ス

※

募

集

要

項

は

区

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

か

ら

も

ダ

ウ

ン

ロ

ー

ド

可

申

・
問

先
=

学

習

推

進

係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
9
8
7
　
　

フ
ァ
ク
ス
(
3
8
8
0
)
5
6
4
1

メ
ー
ル
s
-
g
a
k
u
s
h
u
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

土
地
・
建
物
・
道
路

一
般
競
争
入
札
に
よ

る
区
有
地
売
却

区
が
定
め
た
価
格
以
上
で
、最

も
高
い
価
格
で
入
札
し
た
方
に
売

却
し
ま
す
。
物
件
等
=
表
2

案
内
書
配
布
期
間
=
1
0
月
2
4
日
～

1
2
月
1
9
日
入
札
受
付
期
間
=
1
2

月
1
5
日
(
月
)
～
1
9
日
(
金
)
開
札
日
=

1
2
月
2
5
日
(
木
)
案
内
書
配
布
場

所
・
申
・
問
先
=
財
産
活
用
課
用

地
担
当電

話
(
3
8
8
0
)
5
8
4
2

表2　 一般競争入札による区有地売却物件

※ 建物( 昭和59年建築) 、樹木、備品などを含む

「関原の森・愛恵まちづくり記念館」が利用できます

内容=イベントやフリーマーケ
ット、サークル活動やパーテ
ィーなどに利用できる施設の貸
し出し費用等=表1休館日
=月曜日申込=電話申・問
先=愛恵まちづくり記念館(関
原の森内。受付時間は午前9時～
午後5時)電話3889- 7520

表1　「関原の森・愛恵まちづくり記念館」の利用料金等

※ 関原の森広場スペースおよび記念館の談話室は、貸し切り利用のないとき
は無料公開。談話室の無料公開は午後5 時まで

▲ 愛恵まちづくり記念館

中
小
企
業
者
向
け

助
成
金

□
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
助
成
金

対
象
=
営
業
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
初
め
て
作
成
し
た
区
内
事
業
者

対
象
経
費
=
作
成
委
託
経
費
ま
た

は
作
成
ソ
フ
ト
お
よ
び
解
説
本

(
2
冊
分
)
の
購
入
費

助
成
金

額
=
対
象
経
費
の
2
分
の
1
(
上

限
3
万
円
)

申
請
期
間
=
初
め

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た
日

か
ら
1
年
以
内

申
込
=
申
請

書
、
作
成
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

画
面
を
印
刷
し
た
も
の
、
対
象
経

費
の
支
払
い
と
そ
の
内
訳
が
確
認

で
き
る
も
の
を
持
参

□
-
S
O

認
証
取
得
助
成
金

対
象
=
I
S
0
9
0
0
1
(

品
質

管
理
規
格
)
・
I
S
0
1
4
0
0
1
(

環
境
管
理
規
格
)
・
I
S
O
2
7
0
0
1
(

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
管
理
規
格
)
の
い
ず
れ
か
の
認

証
を
取
得
し
、次
の
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
中
小
企
業
…
区
内
に
本

社
も
し
く
は
認
証
を
取
得
し
た
事

業
所
が
あ
る
/
認
証
取
得
日
か
ら
1

年
以
内
(
重
複
申
請
者
〈
区
の
I
S
O

認
証
取
得
助
成
金
を
受
け

た
後
、異
な
る
規
格
の
認
証
を
取

得
し
た
者
〉
は
、申
請
期
間
の
制

限
な
し
)
/
ほ
か
の
公
的
助
成
を

受
け
て
い
な
い

※
同
一
規
格
の

更
新
は
対
象
外

対
象
経
費
=
認

証
の
た
め
の
審
査
お
よ
び
登
録
、

内
部
監
査
員
養
成
研
修
な
ど
、コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
指
導
な
ど
に
関

す
る
経
費

助
成
金
額
=
対
象
経

費
の
2
分
の
1
(
上
限
5
0万
円
)

申
込
=
申
請
書
、認
証
登
録
証
、

社
歴
書
、
助
成
対
象
経
費
の
支
払

い
と
そ
の
内
訳
が
確
認
で
き
る
も

の
、登
記
事
項
証
明
書
を
持
参

□
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
2
1認
証
取
得

助
成
金

対
象
=
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
2
1の
認

証
を
取
得
し
、次
の
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
中
小
企
業
・
:区
内
に
本

社
も
し
く
は
認
証
を
取
得
し
た
事

業
所
が
あ
る
/
認
証
取
得
日
か
ら
1

年
以
内
/
他
の
公
的
助
成
を
受

け
て
い
な
い

対
象
経
費
=
認
証

の
た
め
の
審
査
お
よ
び
登
録
に
関

す
る
経
費

※
中
間
・
更
新
審
査

は
対
象
外

助
成
金
額
=
対
象
経

費
の
2
分
の
I
(
上
限
1
0万
円
)

申
込
=
申
請
書
、
認
証
登
録
証
、

社
歴
書
、
助
成
対
象
経
費
の
支
払

い
と
そ
の
内
訳
が
確
認
で
き
る
も

の
、
登
記
事
項
証
明
書
を
持
参

い
ず
れ
も

申
請
書
の
添
付
書
類
を
返
却
希

望
の
場
合
は
写
し
も
提
出
。
助
成

件
数
の
枠
に
限
り
あ
り
。
申
請
書

は
中
小
企
業
支
援
課
創
業
支
援
係

で
配
布
す
る
ほ
か
、区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

申
・
問
先
=
創
業
支
援
係
(
あ
だ

ち
産
業
セ
ン
タ
ー
内
)

電
話
(
3
8
7
0
)
8
4
0
0

「交通安全スローガン　～やさしさが 走るこの街 この道路～」《交通安全係》
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区
　

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
4
面
右
上
の
記
人
例
参
照

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
(
日

暮
里
・
舎
人
沿
線
地
区
)

事
後
評
価
の
原
案
の
公
表

国
庫
補
助
金
で
あ
る
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
で
、
日
暮
里
・
舎
人
ラ

イ
ナ
ー
各
駅
の
整
備
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
区
は
そ
の
事
後
評
価
の

原
案
を
作
成
し
ま
し
た
。
原
案
は

計
画
調
整
課
事
業
推
進
係
の
ほ

か
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲

覧
で
き
ま
す
。
閲
覧
期
間
=
1
0

月
2
7
日
～
1
1
月
1
0
日
問
先
=
計

画
調
整
課
事
業
推
進
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
4
7
8

環
境
影
響
評
価
書
案
に
係

る
見
解
書
の
縦
覧
等

事
業
の
名
称
=
「
(仮
称
)
丸
の

内
2
丁
目
7
番
計
画
建
設
事
業
」

※
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、千
住
曙

町
の
一
部
の
範
囲
で
電
波
障
害
が

発
生
す
る
可
能
性
あ
り
縦
覧
期

間
=
1
0
月
3
1
日
～
1
1
月
1
9
日
、
午

前
9
時
3
0分
～
午
後
4
時
3
0分

(
閉
庁
・
閉
館
日
を
除
く
)

縦

覧
場
所
=
環
境
保
全
課

※
中
央

図
書
館
・
常
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図

書
館
で
閲
覧
可

□
都
民
の
意
見
を
聴
く
会

日
時
=
1
2月
1
日
(月
)、
午
後
1
時
3
0

分
開
始

場
所
=
千
代
田
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
千
代
田
区
内

神
田
2
-
1
-
8
)

定
員
=
4
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
午
後
1

時
か
ら
会
場
で
配
布
す
る
傍
聴
券

を
も
ら
う

※
公
述
人
(
意
見
を

言
う
方
)
の
申
し
出
が
な
い
場
合

は
開
催
な
し

□
「
都
民
の
意
見
を
聴
く
会
」
の

公
述
人
の
募
集

定
員
=
2
5
人
(
抽
選
)

※
公
述

時
間
は
1
人
1
5分
以
内

申
込
=

事
業
名
、
公
述
人
の
住
所
・
氏
名

(
ふ
り
が
な
)
・
電
話
番
号
、
団

体
な
ど
は
団
体
名
・
所
在
地
・
代

表
者
氏
名
と
公
述
人
の
役
職
名
・

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
、
公
述

の
要
旨
を
明
記
し
た
も
の
を
郵
送

ま
た
は
持
参
期
間
=
1
1
月
5
日
～

1
9日
消
印
有
効

申
先
=
都
・

環
境
局
環
境
影
響
評
価
課

〒
1
6
3

・
8
0
0
1
新
宿
区
西
新
宿
2

い
ず
れ
も

問
先
=

都
・
環
境
局
環
境
影
響
評

価
課

電
話
(
5
3
8
8
)
3
4
5
3

区
・
環
境
保
全
課
調
査
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
3
6
7

建
物
の
建
築
に
は
検

査
が
必
要

建
物
を
建
て
る
場
合
は
、
す
べ

て
の
建
築
主
に
完
了
検
査
を
受
け

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
3

階
建
て
以
上
の
建
物
、
ま
た
は
共

同
住
宅
で
階
数
が
3
以
上
(
地
下

階
を
含
む
)
の
建
物
の
場
合
は
中

間
検
査
も
必
要
で
す
。
検
査
に
合

格
す
る
と
「
中
間
検
査
合
格
証
」
、

「
検
査
済
証
」
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
必
ず
申
請
し
て
検
査
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
建
築
審

査
課
審
査
第
一
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
2
7
6

建
築
審
査
課
審
査
第
二
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
2
7
7

税
金
・
国
保

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付

書
を
1
1月
中
旬
に
送
付

1
1
月
か
ら
2
1
年
3
月
納
期
分
の

納
付
書
を
1
1
月
1
7
日
に
送
付
し
ま

す
。保
険
料
の
納
期
限
は
毎
月
末

日
で
す
。
※
1
2月
納
期
分
は
2
1

年
1
月
5
日
。
2
0年
度
分
を
支
払

い
済
み
の
方
、
口
座
振
替
を
利
用

の
方
お
よ
び
今
後
、
特
別
徴
収

(
年
金
天
引
き
)
の
み
の
方
に
は

「
国
保
だ
よ
り
」
の
み
を
送
付

問
先
=
資
格
賦
課
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

住

宅

都
営
住
宅
(
家
族
・
単

身
者
)
人
居
者
募
集

募
集
案
内
配
布
期
間
=
1
1
月
4
日

～
1
3日
(
土
・
日
曜
日
を
除
く
)

配
布
場
所
=
建
築
防
災
課
住
宅
管

理
係
、区
民
事
務
所

※
予
定
枚

数
に
達
し
次
第
、配
布
終
了
。
く

わ
し
く
は
「
募
集
の
案
内
」
を
参

照

問
先
=
住
宅
管
理
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

住
宅
専
門
相
談

□
建
築
士
に
よ
る
住
ま
い
の
相
談

日
程
=
毎
月
第
2
水
曜
日

対
象
=

区
内
在
住
の
方

内
容
=
住
ま

い
全
般
(
新
築
、
建
て
替
え
、
増

築
、リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
)

□
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
に
よ
る
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
相
談

日
程
=
毎
月
第
3
水
曜
日

対
象
=

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
ま

た
は
居
住
者

内
容
=
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
、
建
て
替
え

な
ど

い
ず
れ
も

時
間
=
午
後
2
時
～
4
時

場
所
=

区
役
所

申
込
=
電
話
・
フ
ア

ク
ス

・
E

メ

ー
ル

で

氏

名

、
住

所

、
電
話
番
号

、
相
談
内
容
を
連

絡

※
相
談
希
望
日
の
前
日
ま
で

に
予
約

。
1

日
2

組
ま
で

申
・

問
先
=

住
宅
相
談
担
当

電
話
(
3
8
8
0
)
5
2
7
3
　
　

フ
ァ
ク
ス
(
3
8
8
0
)
5
6
1
5

メ
ー

ル
j
u
u
t
a
k
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
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地域包括支援センター11月の介護教室

※ 先着順の場合は、10月27日から受け付け開始
※ 「申込= 」の記載がないものは、申し込み不要。当日直接会場へ
※ 「場所= 」の記載がないものは、問先の地域包括支援センターへ

年末調整説明会
日時等=表3　※ 内容など、くわしくはお問い合わせ
ください。申込=不要※ 当日直接会場へ問先=
区・特別徴収係電話3880- 5232
足立税務署源泉所得税担当電話3870- 8911㈹
西新井税務署源泉所得税担当電話3840- 1111㈹
表3　 年末調整説明会日時等

19年度医療費は約30億円の増加
問先=国民健康保険課庶務係電話3880- 5851

国民健康保険は、病気やケガのときに安心して医
療機関で治療できる仕組みです。19年度、区の国民
健康保険加人者の医療費総額は約1, 029億円でしたO
そのうち約196億円は患者が負担し、残りは国民健
康保険や公費で負担しました。区の国民健康保険加
人者の医療費は、18年度と比べると約30億円増加し
ました( 図1) 。
図1　 区の国民健康保険加人者の医療費総額

□ 医療費が増える原因
▽ 人口構造の高齢化… 75歳以上の方の医療費が全体
の医療費の約4 割を占めている

▽ 医学・医療技術の進歩… 新しい機器や薬が開発さ
れ、治療が難しかった病気が治るようになる反
面、その分掛かる費用が増えている
▽ 生活習慣病の増加… 生活習慣の変化に伴い、治療
に長い期間を必要とする慢性疾患の患者が増えて
いる
国民健康保険料は医療費に基づいて算定するの
で、医療費の増加は保険料の増加につながります。
□ 医療費の増加を抑えるために
▽ 若いうちから食事や運動など生活習慣を改善しま
しょう
▽ かかりつけ医を持ち、指示を守りましょう
▽ ジェネリック医薬品( 新薬の特許期間満了により
発売される安価な医薬品) の利用を考えましょう
(利用は医師・薬剤師にご相談ください)

▽ 定期的に健康診査を受診し、病気の早期発見・早
期治療に心掛けましょう

区役所へは電車やバスを利用してください
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高
齢
者
が
地
域
で
元
気
に

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

～
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
(
中
間
報
告
)～

介
護
保
険
制
度
が
開
始
さ
れ
た
1
2年
に
は
1
5
%だ
っ
た
高
齢
化
率
(
6
5歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が
総

人
口
に
占
め
る
割
合
)
が
、
2
0年
9
月
現
在
で
は
2
0
%を
超
え
ま
し
た
。

区
で
は
、
高
齢
者
が
地
域
で
元
気
に
、
ま
た
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
(
3
年
に
1
回
)
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、

そ
の
中
間
報
告
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

高
齢
者
の
生
活
を
い
つ
ま
で
も

健
や
か
で
生
き
が
い
に
満
ち
た
も

の
と
す
る
た
め
の
計
画
の
柱
を
、

次
の
6
つ
に
ま
と
め
ま
し
た
。

▽
高
齢
者
の
健
康
を
保
持
・
増
進

し
、
社
会
参
加
を
す
す
め
ま
す

▽
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に

提
供
し
ま
す

▽
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
し

ま
す

▽
高
齢
者
の
権
利
を
守
る
し
く
み

を
充
実
し
ま
す

▽
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
て

い
き
ま
す

▽
地
域
で
支
え
あ
う
し
く
み
を
充

実
し
ま
す

介
護
保
険
事
業
計
画

□
介
護
保
険
事
業
の
現
状

制
度
開
始
当
初
は
約
1
万
人
で

あ
っ
た
区
の
要
介
護
認
定
者
は
、
7

年
で
2
倍
の
約
2
万
人
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
保
険
給

付
費
の
総
額
は
1
2
2
億
円
か
ら
2
.
3倍

の
2
8
8億円
に
な
り
ま
し
た
。

保
険
給
付
費
の
う
ち
、
施
設

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
は
5
9億

円
か
ら
約
1
.
5倍の
9
0億
円
に
な

り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
(
福
祉
用
具

購
入
費
な
ど
を
除
く
)
は
6
3億
円

か
ら
約
3
倍
の
1
9
6
億
円
に
な
り
ま

し
た
。

□
保
険
料
の
試
算

保
険
料
額
は
、
被
保
険
者
数
や

サ
ー
ビ
ス
供
給
量
な
ど
を
推
計
し

て
、
3
年
ご
と
に
試
算
し
直
し
ま

す
。
区
で
は
、
高
齢
化
率
の
上
昇

に
伴
い
、
被
保
険
者
数
、
保
険
給

付
費
が
増
額
す
る
と
推
計
し
ま
し

た
(
表
1
・
2
)
。
ま
た
、
第
2

号
被
保
険
者
(
4
0～
6
4歳
)
数
の

減
少
か
ら
、
第
2
号
被
保
険
者
の

負
担
割
合
が
3
1
%か
ら
3
0
%に
変

更
さ
れ
た
た
め
、
第
1
号
被
保
険

者
(
6
5歳
以
上
)
の
負
担
割
合
が

増
加
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
推
計
や
介
護
報
酬
の

改
定
の
見
込
み
を
基
に
、
今
回
の

中
間
報
告
で
は
、
第
4
期
(
2
1～
2
3

年
度
)
の
保
険
料
を
4
千
8
0
0
円

(
基
準
月
額
)
と
試
算
し
ま
し

た
。
ま
た
、
1
8年
度
か
ら
行
わ
れ

て
き
た
税
制
改
正
に
伴
う
激
変
緩

和
策
が
終
了
す
る
こ
と
を
受
け

て
、
所
得
段
階
区
分
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
中
間
報

告
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

今
後
は
、
介
護
報
酬
の
改
定
内

容
の
確
定
(
国
の
発
表
)
を
待
っ

て
、
地
域
保
健
福
祉
推
進
協
議
会

や
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
て
、

計
画
を
最
終
決
定
し
て
い
き
ま

す
。
公
聴
会
や
説
明
会
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
(
意
見
募
集
)
を

行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

(
意
見
募
集
)

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
ま
た
は
区
内
に
事
業
所
な
ど

を
持
つ
法
人
・
そ
の
他
の
団
体

申
し
込
み
方
法
=
住
所
、
氏
名
ま

た
は
名
称
(
法
人
・
団
体
は
代
表

者
氏
名
も
明
記
)
、
電
話
番
号
、

意
見
を
明
記
し
持
参
・
郵
送
・
フ

ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
提
出
※

意
見
は
公
表
す
る
場
合
あ
り
(
個

人
情
報
を
除
く
)
募
集
期
間
=

1
0
月
2
4
日
～
1
1
月
2
5
日
必
着

中
間
報
告
の
公
聴
会
・

説
明
会

日
時
等
=
表
3

申
し
込
み
方
法
=

不
要

※
当
日
直
接
会
場
へ

費
用
=
無
料

中
間
報
告
は
、
高
齢
サ
ー
ビ

ス
課
高
齢
調
整
係
、
介
護
保
険

課
介
護
保
険
係
、区
民
事
務

所
、中
央
図
書
館
な
ど
で
配
布

す
る
ほ
か
、区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

表1 被保険者数などの推計

表2 保険給付費などの推計

表3 公聴会・説明会日時等

※ いずれも午後7 時開始。15日のみ午後2 時から
※ いずれも定員は先着順

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽

高

齢

者

保

健

福

祉

計

画
・
・
・
高

齢

サ

ー

ビ

ス

課

高

齢

調

整

係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
8
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
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ス
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3
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5
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▽

介

護

保

険

事

業

計

画

・・
・
介

護

保

険

課

介

護

保

険

係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
8
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6
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1
2
0・
8
5
1
0

中

央

本

町
1
-
1
7
-
1

区

の

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

ア

ド
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ス
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特
別
区
民
税

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

特
別
区
民
税
は
、
教
育
、
健
康
、

福
祉
、
清
掃
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
密
接
に

結
び
つ
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

区
で
は
、
特
別
区
民
税
の
確
保

に
努
め
て
お
り
、
滞
納
さ
れ
て
い

る
税
金
の
徴
収
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

□
税
の
納
付
は
期
限
内
に

区
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
、
1
9年
度
の
特
別
区
民
税
の
現

年
度
収
納
率
は
9
6・
3
2
%と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
一
部
の

方
が
滞
納
し
て
い
る
状
況
も
あ
り

ま
す
。
期
限
内
に
納
め
な
い
場
合

は
、
年
利
1
4・
6
%
の
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
ま
す
。
早
め
に
納
税
し

ま
し
ょ
う
。

□
普
通
徴
収
に
よ
る
2
0年
度
分
の

納
期
限

▽
第
3
期
…
1
0
月
3
1
日
(
金
)

▽
第
4
期
…
2
1
年
2
月
2
日
(
月
)

□
納
め
る
の
に
困
っ
た
ら

病
気
、
失
業
、
災
害
、
事
業
で

の
損
失
な
ど
の
理
由
で
、
生
活
が

苦
し
く
な
り
、
税
金
を
納
め
る
こ

と
が
難
し
い
場
合
は
、
納
税
の
猶

予
や
分
割
し
て
納
付
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で

、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。平
日
に
来
庁
で
き
な
い

場
合
で
も
、休
日
納
税
・
納
付
相

談
(
毎
月
第
4
日
曜
日
。
1
2月
は

第
3
日
曜
日
)
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

□
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と

納
付
す
る
意
思
が
な
い
場
合
や

相
談
が
な
い
場
合
は
、次
の
よ
う

な
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

▽
財
産
調
査
を
行
い
、預
貯
金
、

電
話
加
入
権
、
不
動
産
な
ど
の

差
押
え

▽
勤
務
先
に
給
与
照
会
を
行
い
、

給
与
の
差
押
え

▽
差
押
え
を
し
て
も
納
付
が
な
い

場
合
や
完
納
に
な
ら
な
い
場
合

は
、
税
金
相
当
分
の
電
話
加
入

権
や
不
動
産
な
ど
を
売
却
処
分
(

公
売
)

▽
悪
質
な
滞
納
に
つ
い
て
は
、
自

宅
な
ど
、
財
産
を
強
制
調
査

(
捜
索
)

問い合わせ先
▽ 19・20年度の滞納…
納税相談係

電話3880- 5236▽
18年度以前の滞納…
徴収推進係

電話3880- 5237▽
150万 円以 上の滞納
… 特別整理係

電話3880- 5235

お支払いは便利
な 口 座 振 替 で

特別区民税・都民税、国
民健康保険料、介護保険料
のお支払いは、便利で安心
な口座振替をご利用くださ
い。申込用紙は、問い合わ
せ窓口、区民事務所、区内
金融機関・郵便局で配布し
ていま す。 問い合 わせ先=
▽ 特別区民税・都民税…

納税課収納管理係
電話3880- 5238

▽ 国民 健康保険料…国民 健
康保険課収納管理係

電話3880- 5242
▽ 介護保険料… 介護保険課
資格保険料係

電話3880- 5744

11日8 日は 「いい歯の日」
食生活リズムを整えて

良い歯の子どもを育てよう!
よく噛んで、おいしく楽しく食事をすることは、子どもの健やかな成長のために大切で
す。健康な歯と口を育てる食生活リズムを身に付けて、子どものころからむし歯のない良い
歯を育ててあげましょう。

あだちっ子の歯科事情
19年度に区内で3 歳児歯科健診を受けた子ど

もは4, 931 人でしたO そのうちむし 歯がある子
どもは1, 133 人( 約23%) いました。区内のむし
歯がある子どもの割合は年々減っていますが、
都の平均と比べると、まだ高い状況が続いてい
ます。食生活リズムを整えて、子どもの歯をむ
し歯から守ってあげましょう。( 図1)

むし歯と口の中のpHの関係
通常、囗の中のpH( 酸性、アルカリ性の度合

を示す数値) は、ほぼ中性( pH7) に保たれて
いますO しかし、食事や糖分のある飲み物を取
ることでpH が下がり、口の中が酸性になって
しまいます。pH が約5, 5 以下になると、歯から
カルシウムなどが溶け出し、長時間その状態が
続くと、むし 歯になりやすくなります。

図1　 むし歯がある3 歳児の割合

良い歯を育てる食生活リズム
口の中をむし歯になりにくい状態に保つため

に、次のようなことに注意しまし ょう。( 図2 ・3)

□ しっかリ朝ごはんをとり、よく噛んで食べよ
う
朝ごはんは、良い歯を育てる食生活リズムの

始まりです。よく噛んで食べると、だ液がたく
さん出るのでむし 歯になりにくいです。だ液に
は、食べかすを洗い流す働きのほか、 囗の中を
中性に保とうとする力があり、溶け出した歯の
成分を補う働きもしてくれます。
□ おやつなどの回数と時間を決めよう
食事やおやつの時間が定まらず、タラタラと

食べてし まうと、食生活リズムが悪くなり、む
し歯になりやすい状態が続いてしまいます。子
どもの成長に合わせて、歯に良い食生活リズム
を保ちましょう。

図2 食生活リズムがいい場合

□ のどがかわいたら水やお茶を飲もう
ジュースなどは、水やお茶に比べて糖分が多
く含まれているため、囗の中が酸性になりやす
いです。外で遊んで汗をかいた時や、風呂上り
などには、水やお茶をあげましょう。

子どもの歯と口の健康のために

甘いものをあげすぎないことや保護者が仕上
げ磨きをすることなども必要ですが、食生活リ
ズムを整えて、子どもの歯と囗に関心を持つこ
とは良い歯を育てる基本です。
歯と囗は、食べる、話す、呼吸する、表情を
つくるなど、生活の中でとても重要な役割を果
たしています。生涯を通じて健康な歯と囗で豊
かな生活を送るためにも、規則正しい食生活リ
ズムが身に付くように心掛けましょう。
区では、「こんにち歯ひろば」など、様々な
歯科教室や相談など行っています。気軽に保健
総合センターにご連絡ください。
図3　 食生活リズムが悪い場合

問い合わせ先=中央本町保健総合センター　　　　　　　　　　　　　

電話3880- 5351

竹の塚保健総合センター電話3855- 5082

江北保健総合センター電話3896- 4004

千住保健総合センター電話3888- 4277

東和保健総合センター電話3606- 4171

若者の「働く」を応援します
「ニート」や「フリーター」という言葉が日常でもよく
聞かれるようになり、加えてフリーターの高年齢化や、若
者の離職率の高さなどが、新たな社会問題として定着しつ
つあります。
区では、若者が自信を持って就職活動に臨めるよう、働
く準備の支援に重点を置き、様々な支援を行っています。

働くための準備をはじめよう
「あだち若者サポートステーション」
( 午前11時～午後7 時、日曜日、祝日を除く)

電話3882- 4307
「あだち若者サポート ステーション」では、同
年代のスタッフから就職に関する情報が得られ
たり、様々なセミナーや相談を行ったりしてい
ます。また、保護者からの相談も受け付けてい
ますO 気軽にご利用ください。
□ 主なセミナー
就職活動セミナー… 応募書類作成・面接講習
コミュニケーションセミナー… 職場での人間
関係をうまく保てるコツを学ぶ
達人の舞台ウラ… 様々な現場で活躍している
方の話を聞き、仕事内容、働き方、職業観な
どを学ぶ
いいことし隊… ボランティア活動の体験

▽心理カウンセリング…臨床心理士によるカウ
ンセリング
▽ キャリア・カウンセリング…キャリアガウン
セラーによる仕事にまつわる相談

まずは相談を!
「ひきこもりセーフティネットあだち」
( 午前11時～午後7 時、日曜日、祝日を除く)

電話5242- 9634
メールsaf et ynet . a@f s- ysc. org

ひきこもり状態にある、またはこのままだと
ひきこもってしまうかもしれないと悩んでいる
若者やその保護者からの相談などを受け付けて
います。匿名でも受け付けていますので、気軽
にご相談くださいO対象=おおむね15～34歳
の社会的自立に困難を感じる方やその保護者
申し込み方法= 電話・E メールで相談内容を連
絡

申込・問い合わせ先=就労支
援係電話3880- 5469　　　　　　　

ファクス3880- 5603
メールsyurou@ci t y. adachi . t okyo. j p

若者の就労を考えるイベント
□ 若者の就労を考える講演会「『何で働かなく
てはいけないの? 』にどう答えますか」
日時=11月15日(土)、午後2時～4時内容=働
けない・働き続けられない若者の問題を考える
講師= 小島貴子氏( 立教大学准教授) 定員=100
人( 10 月27 日から先着順) ※ 空きがある場

合は当日参加も可 申し込み方法= 電話・フ ァ
クス・E メールで氏名、電話番号、「若者 の就
労を考える講演会」を連絡
□ 就労支援情報展示会
日時=11月15日(土)、正午～午後4時20分内容
= あだち 若者サポート ステーションやハロ ー
ワーク足立をはじめとし た、就労支援機関の活
動内容などの紹介 申し込み方法= 不要 ※ 当
日直接会場へ

いずれも
場所= シアター1010(千住ミルディス1 番館内)
費用= 無料

特設電話相談

「若者セーフティライン」
11月2 日(日)、午前10時～午後10時

電話3885- 8530
対象=39 歳以下の方　内容= 若者の仕事に
対する悩みや、ひきこもりなどに関するこ
とに、専門のスタッフが答える
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申し込み記入例】

切
手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は申し込み係名など)

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ドレ ス は
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡

例

申込…申し込み方法
期限…申込期限
場・申・問先…場所・申込先・問い
合わせ先
HP…ホームページアドレス
メール… Eメールアドレス
※ 費用の記載がないものは無料

暮

ら

し

区
民
農
園
の
利
用
者
募
集

利
用
開
始
日
=
2
1年
3
月
上
旬

募
集
農
園
等
=
表
1

対
象
=
区

内
在
住
で
、
次
の
す
べ
て
に
当
て

は
ま
る
世
帯
ま
た
は
団
体
…
耕
作

可
能
な
土
地
が
な
い
/
利
用
期
間

を
通
じ
て
熱
意
を
も
っ
て
耕
作
で

き
る
/
現
在
、
区
民
農
園
を
利
用

し
て
い
な
い
(
利
用
期
間
が
2
1年
2

月
8
日
で
終
了
す
る
場
合
は

可
)

※
世
帯
と
団
体
の
重
複
応

募
は
不
可

申
込
=
▽
世
帯
…
往

復
ハ
ガ
キ
の
往
信
裏
面
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

電
話
番
号
、
希
望
農
園
名
、
6
5歳

以
上
(
2
1年
4
月
1
日
現
在
)
の

方
は
「
高
齢
者
コ
ー
ナ
ー
希
望
」

を
明
記
し
区

へ
郵
送

▽
団
体

…
団
体
名
、
代
表
者
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、
電
話
番
号
、
団
体
全
員

の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
、
希

望
農
園
名
、
「
団
体
利
用
」
を
明
記

し
た
も
の
と
、
代
表
者
住
所
・
氏

名
を
あ
て
先
に
明
記
し
た
ハ
ガ
キ

を
封
筒
に
入
れ
区
へ
郵
送
※

結
果
は
公
開
抽
選
会
お
よ
び
区
が

送
付
す
る
ハ
ガ
キ
で
発
表
。
く
わ

し
く
は
、
産
業
振
興
課
農
業
係
お

よ
び
区
民
事
務
所
で
配
布
す
る
　

「
区
民
農
園
利
用
者
募
集
案
内
」

を
参
照
期
限
=
1
1
月
1
7
日
(
月
)
消

印
有
効

申
先
=
農
業
係

□
公
開
抽
選
会

日
時
=
1
2
月
5
日
(
金
)
、
午
前
9
時

3
0分
～
正
午

場
所
=
区
役
所

申
込
=

不
要

※
当
日
直
接
会
場

へ

い
ず
れ
も

問
先
=
お
問
い
合
わ
せ
コ
ー
ル
あ

だ
ち

電
話
(
3
8
8
0
)
0
0
3
9

表1　 区民農園の募集農園等

※ 世帯、団体ともに応募できるのは1 農園( 1 区画) のみ( 複数応募し
た場合はすべて無効)

※ 都合により、利用期間中であっても閉園になる場合あり
※ 入谷、扇一丁目、古千谷第二、神明南、大谷田の利用期間は今回のみ3 年

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
変
更

1
1月
1
日
か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
改
正
に
よ
り

、
一
部
の

メ
ー
カ
ー
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
る

か

、
(財
)家
電
製
品
協
会
の
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
券
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
r
k
c
.
a
e
h
a
.
o
r
.
j
p
/
)

で
ご
確
認
く
だ

さ
い

。
変
更
品
目
等
=

▽
テ
レ

ビ
(
1
5
型
以
下
)

…
千
7
8
5円

▽

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
(
内
容
積
1
7
0
l

以
下
)

…
3
千
7
8
0円

▽
エ
ア
コ

ン
…
2
千
6
2
5円

※
い
ず
れ
も
税

込
み

問
先
=

清
掃
計
画
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
1
3

住
居
表
示
板
の
取
り
替
え

千
住
一
・
四
・
五
丁
目
、千
住

寿
町
、
千
住
龍
田
町
、千
住
中
居

町
の
区
域
で
、
街
区
に
取
り
付
け

て
あ
る
「
街
区
表
示
板
」
と
、
建

物
に
取
り
付
け
て
あ
る
「
町
名
表

示
板
」「
住
居
番
号
表
示
板
」
の

う
ち
、変
色
・
破
損
し
た
も
の
を

取
り
替
え
ま
す
。取
り
替
え
作
業

は
、区
の
腕
章
を
つ
け
た
委
託
業

者
が
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
作
業
期
間
=
1
2

月
上
旬
～
2
1年
2
月
下
旬

※

作
業
の
進
み
具
合
に
よ
り
前
後
す

る
場
合
あ
り

問
先
=
住
居
表
示

担
当

電
話
(
3
8
8
0
)
5
7
2
5

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意

1
月
か
ら
6
月
ま
で
に
都
内
で

発
生
し
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
は
2

千
4
6
1件で
、
被
害
総
額
は
約
3
8

億
円
に
な
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な

電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
詐
欺
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
家
族
や
警

察
に
相
談
す
る
な
ど
、
落
ち
着
い

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万

が
一
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
警
察
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い

。

□
還
付
金
詐
欺
の
事
例

社
会
保
険
庁
や
区
役
所
の
職
員

な
ど
を
装
い
「
税
金
を
返
還
し
ま

す
。
A
T
M
の
あ
る
場
所
へ
行
っ

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
電
話
が
掛

か
っ
て
き
た
。

□
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
事
例

子
ど
も
や
孫
を
装
い
「
会
社
の

お
金
を
使
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

お
金
を
振
り
込
ん
で
欲
し
い
」
な

ど
の
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
。

-

い
ず
れ
も
-

問
先
=
生
活
安
全
推
進
担
当

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
3
8

休館・休園
□ 郷土博物館の休館
展示物のリニューアルのため、21年3 月14
日まで休館しています。 ※ 東渕江庭園と臨
渕亭は利用可 問先= 郷土博物館

3620- 9393
□ 女性相談室の臨時休業日
休業日=10月29日(水) ※ 相談の予約も休業
問先= 男女参画プラザ女性相談室

3880- 5223

審議会等の公開( 11 月分)

傍聴方法なご、くわしくはお問い合わせください。

パブリックコメント( 11 月分)

区民の方から意見を募集します。くわしくはお問い 合わせください。

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

□
利
用
案
内

申
込
等
=
各
家
庭
に
配
布
し
て
あ

る
「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
1
5ペ
ー

ジ
を
参
照

休
館
日
等
=
表
2

宿
泊
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
。

各
施
設
予
約
電
話
へ
(
表
2
)

□
鋸
南
自
然
の
家
の
催
し

日
時
=
2
1
年
1
月
1
8
日
(
日
)
、
午
前

9
時
～
1
1
時
対
象
=
中
学
生
以

上
で
鋸
南
自
然
の
家
に
1
月
1
7日

の
宿
泊
を
申
し
込
む
方

内
容
=

水
仙
ロ
ー
ド
ハ
イ
キ
ン
グ

※
雨

天
中
止

定
員
=
1
0人
(
抽
選
)

※
参
加
者
が
5
人
未
満
の
場
合
は

中
止

申
込
=
区
の
宿
泊
施
設
所

定
の
抽
選
申
込
ハ
ガ
キ
の
余
白
に

「
1
月
1
8日
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
希

望
」
、
参
加
申
込
人
数
を
明
記
し

郵
送

※
空
室
申
し
込
み
の
方
は
1
2

月
1
日
以
降
に
電
話

場
・

申
・
問
先
=
鋸
南
自
然
の
家

電
話
0
4
7
0
(
5
5
)
4
7
7
0

問
先
=
校
外
施
設
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

表2　 施設利用案内

※ 日光林間学園、鹿沼野外レクリエーションセンターの利用できる日も学校などが利用するため、空室が少ない場
合や体育館の使用ができない場合あり

※ 予約の際、区内在住・在勤・在学を連絡。フロントで住所、勤務( 通学) 先のわかる物の提示が必要
※ 施設・料金については、各提携旅館の予約番号に問い合わせるか、区民事務所・公社窓口で配布しているチラシ
または区のホームページを参照

自転車とめたら、カギは2 コ 「ワンチャリ・ツーロック」にご協力を 《危機管理課》
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
8
面
右
上
の
記
入
例
参
照

区
の
地
図
や
歴
史
の

本
の
発
行
・
販
売

区
で
は
様
々
な
資
料
を
発
行

し
、
そ
の
う
ち
の
約
1
0
0
点
を
区
政

相
談
課
区
政
情
報
係
で
販
売
し
て

い
ま
す
(
表
3
)
。
ま
た
、区
政
資

料
室
で
は
、
区
刊
行
物
の
ほ
か
、

白
書
や
統
計
資
料
な
ど
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
2
週
間
以

内
で
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま

す
。
開
室
時
間
=
午
前
8
時
3
0

分
～
午
後
5
時
(
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
)
貸
し
出
し
方
法

=
区
立
図
書
館
の
貸
出
カ
ー
ド
ま

た
は
住
所
・
氏
名
を
確
認
で
き
る

も
の
を
持
参
問
先
=
区
政
情
報

係
電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
3
0

表3　 主な有償刊行物等

2
0年
度
環
境
基
金
助

成
事
業
の
決
定

区
内
に
お
い
て
、
よ
り
良
い
環

境
を
作
る
た
め
の
先
導
的
な
活
動

を
行
う
区
民
、
非
営
利
団
体
お
よ

び
事
業
者
に
対
し
て
、
助
成
(
上

限
1
千
万
円

、
助
成
活
動
経
費
の
2

分
の
I
)
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
5
件
の
申
請
が
あ
り
、

そ
の
中
の
「
省
エ
ネ
(
L
E
D
)

型
避
難
用
階
段
照
明
機
器
の
開

発
・
製
造
・
普
及
活
動
(
株
式
会

社
ア
ー
ト
レ
ー
ザ
ー
技
研
)
」
へ

の
助
成
を
決
定
し
ま
し
た
。
問

先
=
温
暖
化
対
策
課
計
画
担
当

電
話
(
3
8
8
0
)
6
0
4
9

催

し

物

光
の
祭
典
「
街
中
イ
ル

ミ

ネ

ー

シ

ョ

ン

」
イ

ベ

ン
ト
参
加
者
募
集

対
象
=
光
の
祭
典
期
間
中
(
1
1
月

2
8日
～
1
2月
2
5日
)
、
自
宅
・
店

舗
・
事
務
所
な
ど
を
電
飾
し
、
1
2

月
上
旬
ご
ろ
全
戸
配
布
す
る
「
光

の
祭
典
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
観
光
交

流
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

実
施
場
所
を
紹
介
で
き
る
方
※

樹
木
1
本
か
ら
可
。
費
用
は
す
べ

て
自
己
負
担
申
込
=
往
復
ハ
ガ

キ
の
往
信
裏
面
に
代
表
者
の
氏

名
、
実
施
場
所
の
住
所
、
電
話
番

号
お
よ
び
返
信
表
面
に
代
表
者
の

住
所
、
氏
名
を
明
記
し
区
へ
郵

送
期
限
=
1
1
月
1
4
日
(
金
)
必
着

申
・
問
先
=
観
光
交
流
協
会
(
観

光
交
流
課
内
)

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

児
童
演
劇
鑑
賞
教
室

「
秘
密
の
シ
ョ
ー
ト

ケ

ー
キ

」

日
時
等
=
表
4
場
所
=
シ
ア

タ
ー
1
0
1
0
(
千
住
ミ
ル
デ
ィ

ス
I
番
館
内
)
対
象
=
区
内
在

住
で
4
歳
～
就
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

※
1
組
2
人
ま
で

内
容
=
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
型
の
テ

ン
ト
内
で
の
冒
険
と
ス
テ
ー
ジ
シ

ョ
ー

定
員
=
各
1
7組
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
参

加
者
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

鑑
賞
希
望
回
(
第
2
希
望
ま
で
)
。

「
秘
密
の
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
」
を

明
記
し
区
へ
郵
送
期
限
=
1
1

月
1
3
日
(
木
)
必
着
申
・
問
先
=
文

化
支
援
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

表4　 秘密のショートケーキ日時等

1
1月
の
楽
し
さ
い
っ
ぱ

い
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

□
お
は
な
し
会

日
時
=
8
日
(
土
)
・
1
5
日
(
土
)
、
午
前

1
1時
～
1
1時
3
0分

内
容
=
絵
本

の
読
み
語
り
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

申
込
=
不
要

※
当
日
直
接
会
場

へ□
ゆ
め
広
場

日
時
等
=
▽
8
日
(
土
)
…
牛
乳
パ
ッ

ク
で
作
る
「
び
っ
く
り
ヘ
ビ
」

▽
1
5
日
(
土
)
…
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
ぬ
い

ぐ
る
み
作
り

※
い
ず
れ
も
午
後
2

時
～
4
時

対
象
=
中
学
生
以

下
の
方

※
小
学
3
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴

申
込
=
不
要

※

当
日
直
接
会
場
へ

□
こ
ど
も
・
ゆ
め
・
ク
ラ
ブ

日
時
等
=
表
5

対
象
=
小
・
中

学
生
の
方

※
ア
ス
ト
ロ
コ
ー
ス

は
保
護
者
同
伴

申
込
=
電
話
　

-

い
ず
れ
も
-

場
・
申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン

タ
ー
管
理
調
整
係

電
話
(
5
2
4
2
)
8
1
6
2

表5　 こども・ゆめ・クラブ日時等( 11 月)

※ いずれも10月29日から先着順
※ アストロコースは雨天中止

1
1月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
の
催
し

□
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ク
ラ
ブ

日
時
=
9
日
(
日
)
、
午
前
1
0
時
～
1
0

時
2
5分
(
午
前
9
時
3
0分
受
付
開

始
)

内
容
=
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

を
見
な
が
ら
「
プ
レ
ア
デ
ス
星
団

(
す
ば
る
)
」
の
話
を
聞
く

定

員
=
2
0
0人
(
先
着
順
)

申
込
=

不
要

※
当
日
直
接
会
場
へ

□
星
空
C
D
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
等
=
▽
1
日
…
さ
だ
ま
さ
し

▽
8
日
…
ゴ
ス
ベ
ラ
ー
ズ

▽
1
5

日
…
韓
国
ド
ラ
マ

「
秋
の
童
話
」

の
テ
ー
マ

▽
2
2日
…
ス
マ
ッ
プ

※
い
ず
れ
も
土
曜
日
、
午
後
6
時

開
演

内
容
=
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
星
空
の
下
で
C
D
に
よ
る
音
楽

鑑
賞

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴

費
用
=
2
0
0円(
小
・
中
学

生
は
1
0
0円)

※
未
就
学
児
の
座

席
使
用
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
。
8

日
、
1
5日
は
区
民
無
料

申
込
=

当
日
午
前
9
時
か
ら
発
売
の
チ
ケ

ッ
ト
を
購
入

い
ず
れ
も

場
・
問
先
=
こ
ど
も
科
学
館
(
ギ

ヤ
ラ
ク
シ
テ
ィ
内
)

電
話
(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

指
導
者
ワ
ー
ク
シ

ッ
プ
「
キ
ャ

ン
プ
料
理
の
達
人
に
な
ろ
う
!
」

日
時
=
1
1
月
9
日
(
日
)
、
午
前
1
0
時

～

午

後
4

時

場

所
=

宮

城

ゆ

う

ゆ

う

公

園

対

象
=

キ

ャ

ン

プ

経

験

の

あ

る

中

学

生

以

上

の

方

内

容
=

野

外

炊

事
(

か

ま

ど

作

り

、

炊

事

方

法

、
衛

生

管

理

な

ど
)

を

体

験

し

な

が

ら

学

ぶ

講

師
=

足

立

区

ボ

ー
イ

ス

カ

ウ

ト

ー
ガ

ー
ル

ス

カ

ウ

ト

協

議

会

指

導

者

定

員
=
2
0

人
(
1
0

月
9
7
一
日

か

ら

先

着

順
)

費

用
=

千

円
(

保

険

料

、
材

料

費
)

申

込
=

電

話

・
フ

ァ

ク

ス

・
E

メ
ー

ル

で

氏

名

、

年

齢

、

電

話

番

号

、

住

所

、
「
キ

ャ

ン

プ

料

理

」

を

連

絡

申

・

問

先
=

青

少

年

セ

ン

タ

ー
青

少
年

事

業

係

電
話
(
5
2
4
2
)
8
1
6
9
　
　

フ
ァ
ク
ス
(
5
2
4
2
)
8
1
6
5

s
e
i
s
h
o
u
n
e
n
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
v
o
.
j
p

催
し
物
は
、
1
0面
に
続
き

ま
す

ミ
リ
ー
の

エ
コ
ぽ
け
っ
と

「
キ
ッ
ズ
I
S
O

」
と
「
こ

ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
の
お
話

区
が
窓
口
に
な
っ
て
い
る
「
キ

ッ
ズ
I
S
O

」
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
学
校
ご
と
に
申
し
込
み
を
し

て
、
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
。
み
ん

な
が
中
心
に
な
っ
て
、
電
気
・
ガ

ス
・
水
道
使
用
量
の
削
減
や
ご
み

の
減
量
に
取
り
組
む
か
ら
、
二
酸

化
炭
素
が
減
っ
て
地
球
温
暖
化
防

止
に
役
立
つ
ん
だ
。「
キ
ッ
ズ
I
S
O

」
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
家
族

み
ん
な
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
や
、

自
分
で
計
画
し
て
目
標
を
立
て
、

評
価
や
反
省
を
す
る
こ
と
で
問
題

解
決
の
方
法
を
身
に
付
け
る
こ
と

な
ん
だ
よ
。
今
年
度
は
、
区
内
で

約
千
3
0
0人が
入
門
編
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
取
り
組
み
、
約
4
0
0
人
が
初
級

編
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
で

く
れ
た
ん
だ
。

次
に
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」

だ
け
ど
、
こ
れ
は
環
境
省
が
支
援

し
て
い
る
環
境
活
動
だ
よ
。「
こ

ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
に
は
二
つ
の

取
り
組
み
が
あ
っ
て
、
一
つ
は

「
エ

コ

ロ

ジ

カ

ル

あ

く

し

ょ

ん

」

と

い

っ

て

、

生

き

物

観

察

や

リ

サ

イ

ク

ル

活

動

な

ど

、

環

境

に

関

す

る

活

動

な

ら

な

ん

で

も

い

い

ん

だ

。

次

に

「
エ

コ

ロ

ジ

カ

ル

と

れ
I

に

ん

ぐ

」

は

、

こ

ど

も

エ

コ

ク

ラ

ブ

ニ

ュ

ー

ス

の

中

で

紹

介

す

る

、

だ

れ

に

で

も

取

り

組

め

る

環

境

活

動

プ

ロ

グ

ラ

ム

だ

よ

。

登

録

は

い

つ

で

も

で

き

る

か

ら

、

み

ん

な

も

参

加

し

て

ね

。

く

わ

し

く

は

、

環

境

省

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
　
(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
c
o
c
l
u
b
.
g
o
.
j
p
)

を

み

て

ね

。

申

・

問

先
=

温

暖

化

対

策

課

事

業

推

進

係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

11月の区議会
日時等= 表6　 ※ 委員会の傍聴は、区議会事務
局で受け付け。開会予定の1 時間前から整理券
を発行し、定員を超えた場合は30分前に抽選

日程など、予告なく変更する場合があるの
で、お問い合わせください。

問先=議事係電話3880- 5797
表6　 区議会会議日時等

広 告 家庭教師 ホームページから簡単に家庭教師を探せる新しいシステム
個人契約・直接契約で、中間マージンがないためお得!

詳しくはHP へ⇒　ht t p: / /www. p3- academy. j p
家庭教師のピースリーアカデミー
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区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申し込 み記入例】

切

手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は申し込み係名など)

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス は
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡

例

申込…申し込み方法
期限…申込期限
場・申・問先…場所・申込先・問い
合わせ先
HP…ホームページアドレス
メール… Eメールアドレス
※ 費用の記載がないものは無料

催
し
物
は
、
9
面
か
ら
の

続
き
で
す

催

し

物

パ
ソ
コ
ン
資
格
講
座
「
W
e
b

ク
リ
エ
ー
タ
ー
」等

日
時
等
=
表
1

場
所
=
あ
だ
ち

産
業
セ
ン
タ
ー

対
象
=
I
T
技

能
を
高
め
た
い
方

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
ラ
ン
デ
ィ
ツ
ク
㈱
I
T

事
業
部
(
区
協
働
事
業
者
)

電
話
(
6
8
0
2
)
7
8
2
9

問
先
=
区
・
創
業
支
援
係
(
あ
だ

ち
産
業
セ
ン
タ
ー
内
)

電
話
(
3
8
7
0
)
8
4
0
0

表1　 パソコン資格講座日時等

※ いずれも10月26日から先着順

あ
だ
ち
再
生
館

「
腐
葉
土
作
り
講
座
」

日
時
=
1
1
月
2
7
日
(
木
)
、
午
後
1
時

～
3
時
3
0
分
場
所
=
都
立
舎
人

公
園
(
舎
人
公
園
1
-
1
)
対

象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
内
容
=
集
め
た
落
葉
で
腐
葉

土
を
作
る
持
ち
物
=
筆
記
用

具
、
軍
手
※
服
装
は
汚
れ
て
も

よ
い
も
の
定
員
=
3
0
人
(
抽

選
)
費
用
=
3
0
0
円
(
容
器
代
)

申
込
=
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
住

所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
電
話

番
号
、
「
腐
葉
土
作
り
講
座
」
を
連

絡
期
限
=
1
1
月
1
1
日
(
火
)
必
着

申
・
問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館
(
月

曜
日
、
祝
日
は
休
館
)
〒
1
2
0
・
0

0
1
1
中
央
本
町
2
-
9
-
1
　
　

電
話
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
0
8
あ
だ
ち

日
時
等
=
表
2

場
所
=
エ
ル
・

ソ
フ
ィ
ア

申
込
=
不
要

※
当

日
直
接
会
場
へ

問
先
=
男
女
参

画
プ
ラ
ザ

電
話
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表　2 女性フェスティバル2008あだち日時等

※ いずれも午前10時～午後4 時
※ 保育あり、6 カ月～就学前の子ども、当日直接会
場へ

※ ★印は両日開催

あ
だ
ち
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
=
1
1
月
9
日
(
日
)
、
午
前
1
0
時

3
0分
～
午
後
5
時
3
0分

場
所
=

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
(
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ
内
)
内
容
=
区
内
の

小
・
中
学
生
、高
校
生
、
社
会
人

楽
団
に
よ
る
吹
奏
楽
の
鑑
賞

※

最
終
演
奏
曲
「
士
官
候
補
生
」
は

客
席
か
ら
の
参
加
可
。
楽
器
と
楽

譜
は
持
参

申
込
=
不
要

※
当

日
直
接
会
場
へ

問
先
=
文
化
支

援
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

郷
土
博
物
館
新
展
示
講
座

□
「
行
楽
名
所
と
都
市
文
化
の
成

り
立
ち
」・
「
新
し
い
ま
ち
の
く
ら

し
と
集
合
住
宅
の
建
設
」

日
時
=
1
1
月
8
日
(
土
)
、
午
後
1
時

3
0分
～
3
時
3
0分

場
所
=
こ
ど

も
科
学
館
(
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
イ

内
)

内
容
=
2
1
年
3
月
に
改
装

オ
ー
プ
ン
す
る
郷
土
博
物
館
の
新

し
い
展
示
内
容
の
説
明

講
師
=

郷
土
博
物
館
学
芸
員
・
専
門
員

定
員
=
1
0
0人
(
先
着
順
)

申
込

=
不
要

※
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
郷
土
博
物
館

電
話
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

都
指
定
文
化
財
仏
像

の
特
別
公
開

日
時
等
=
▽
1
1
月
5
日
(
水
)
…
木
造

阿
弥
陀
如
来
坐
像
(
平
安
時
代
)
、

性
翁
寺
(
扇
2
-
1
9
-
3
)
▽

6
日
(
木
)
…
木
造
如
意
輪
観
世
伝
菩

薩

坐

像
(

南

北

朝

時
代
)

、
明

王

院
　
(

梅

田
4
-
1
5
-
3
0
)

※

い

ず

れ

も

午

前
9

時

～

午

後
4

時

申

込
=

不

要

※

当

日

直

接

会

場

へ

問

先
=

文

化

財

係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ

ス
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

講
座
(
3

日
制
)

日
時
等
=
表
3

場
所
=
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア

対
象
=
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
女
性

内
容
=
あ

り
の
ま
ま
の
自
分
を
知
り
、
自
分

の
気
持
ち
や
考
え
を
素
直
に
相
手

に
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

術
を
学
ぶ

定
員
=
3
0人
(
1
0月
2
7

日
か
ら
先
着
順
)
※
保
育
あ

り
(
要
予
約
、
6
カ
月
～
就
学
前

の
子
ど
も
、
先
着
1
5人
)
申
込

=

電

話

・
フ

ァ

ク

ス

・
E

メ

ー
ル

で

住

所

、
氏

名
(

ふ

り

が

な
)

、

年

齢

、
電

話

・
フ

ァ

ク

ス

番

号

、

保

育

希

望

の

有

無
(

希

望

の

場

合

は

子

ど

も

の

氏

名

、
年

齢
)

、
「
ア

サ

ー

テ

ィ

ブ

ネ

ス

」
を

連

絡

申

・
問

先
=

男

女

参

画

プ

ラ

ザ

電
話
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2
　
　

フ
ァ
ク
ス
(
3
8
8
0
)
0
1
3
3

メ
ー
ル
p
l
a
z
a
-
k
o
z
a
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

表3　 「アサーティブ ネス・トレーニング」講座日時等

※ いずれも火曜日、午前10時～正午

講
座
「
民
衆
芸
能
を

通
し
て
考
え
る
人
権

文
化
の
再
発
見
」

日
時
=
1
1
月
1
5
日
(
土
)
、
午
後
2
時

～
4
時
(
開
場
は
午
後
1
時
3
0

分
)

場
所
=

勤
労
福
祉
会
館

(
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)

対
象
=

人
権
・
同
和
問
題
に
関
心
の
あ
る

方

内
容
=
日
本
の
伝
統
芸
能
の

一
つ
で
あ
る
門
付
け
芸
(
人
家
の

門
の
前
で
舞
な
ど
の
芸
を
す
る
)

を
通
し
て

、
部
落
問
題
を
考
え
る

講
師
=
川
元
祥
一
氏
(
東
京
学
芸

大
学
講
師
)

定
員
=
5
0
人
(
先

着
順
)

申
込
=
不
要

※
当
日

直
接
会
場
へ

問
先
=
人
権
・
同

和
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
4
9
7

あ
だ
ち
の

ま
ち
づ
く
り

あ
だ
ち
の
ま
ち
づ
く
り

～
都
市
計
画
事
業
～

区
は
、
昭
和
3
0年
代
を
境
に
農

地
か
ら
宅
地
へ
と
、
土
地
の
利
用

方
法
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

農
道
沿
い
に
家
が
建
ち
、
街
が
作

ら
れ
て
い
っ
た
た
め
、
狭
く
曲
が

り
く
ね
っ
た
道
や
、
行
き
止
ま
り

の
道
路
が
多
い
地
域
、
子
ど
も
や

高
齢
者
が
安
全
に
遊
び
、
憩
う
た

め
の
公
園
が
少
な
い
地
域
が
生
ま

れ
ま
し
た
。こ
う
し
た
地
域
を
安

全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
す
る

た
め
に
、
区
で
は
、
都
市
づ
く
り

の
た
め
の
基
本
と
な
る
計
画
(
都

市
計
画
)
を
決
め
て
い
ま
す
。

そ
の
計
画
に
基
づ
き
、
安
全
で

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
「
都
市
計
画
道
路
」
、住

み
や
す
さ
、
楽
し
さ
、
安
全
性
な

ど
都
市
の
魅
力
の
演
出
を
目
的
と

し
た
「
都
市
計
画
公
園
」
、土
地
の

利
用
価
値
を
高
め
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
土
地
区
画
整
理
」
な
ど
の

「
都
市
計
画
事
業
」
を
進
め
て
い

ま
す
。

そ
の
中
の
、「
都
市
計
画
道
路
」

と
「
都
市
計
画
公
園
」
は
重
点
整

備
路
線
や
エ
リ
ア
を
決
め
て
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
土
地
区
画

整
理
」
は
、
佐
野
六
木
地
区
と
上

沼
田
地
区
を
区
が
、
六
町
地
区
と

花
畑
北
部
地
区
を
都
が
そ
れ
ぞ
れ

行
っ
て
い
ま
す
。

「
都
市
計
画
事
業
」
を
行
う
と

き
は
、
公
聴
会
や
説
明
会
を
開
い

た
り
、
都
市
計
画
案
の
公
告
・
縦

覧
を
行
っ
た
り
し
て
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
1
5年
に
は
都
市
計
画
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
を
進
め
る
と
き

に
、
皆
さ
ん
が
都
市
計
画
の
提
案

が
で
き
る
制
度
「
都
市
計
画
提
案

制
度
」
も
作
ら
れ
ま
し
た
。

自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
を
よ

り
良
く
す
る
た
め
に
「
都
市
計
画

事
業
」
な
ど
に
関
心
を
持
ち
、
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
問
先
=
都
市

計
画
課
管
理
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
9
3
2

ひ
ろ
ば

催

し

物

☆
足
立
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
・

創
立
5
0
周
年
記
念
バ
ザ
ー
1
1
月

1
日
(
土
)
、
午
前
1
0
時
～
午
後
2
時

/
竹
の
塚
障
害
福
祉
館
/
阿
部

電
話
0
9
0
(
2
2
1
0
)
8
0
9
3

☆
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会
1
1
月

2
5
日
(
火
)
、
午
後
2
時
～
4
時
/
梅

田
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議

室
/
正
し
い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
技
術

を
身
に
付
け
る
/
小
林
紀
氏
(
財

団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

部
長
)
/
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、電
話
番
号
、「
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
参
加
」
を
連
絡
/
高
橋
徹
雄

電
話
(
6
4
2
5
)
8
5
0
2
　
　

フ
ァ
ク
ス
(
3
8
5
8
)
8
0
0
3
　
　

=
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
=

☆
大
正
琴
を
楽
し
む
会
月
2

回
、
金
曜
日
、
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
/
勤
労
福
祉
会
館
(
綾
瀬
プ

ル
ミ
エ
内
)
な
ど
/
月
額
3
千
円
　

(
入
会
金
な
し
)
/
松
山
由
里

電
話
0
9
0
(
9
3
7
1
)
7
3
0
0
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輝 け あ だ ち 人

新井宏治さん( 古千谷本町二丁目)

「野菜を食べて
みんな幸せ」

問い合わせ先=広報係電話3880- 5815

区
で
は
、「
お
い
し
い
給
食
推

進
事
業
」
な
ど
、「
食
」
に
つ
い

て
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
「
食
」
の
原
点
を
支
え

る
農
家
が
、
区
内
に
約
5
0
0世帯
あ

る
こ
と
を
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
す

か
?

そ
の
中
で
も
、
土
を
使
わ

ず
、
栄
養
を
溶
か
し
た
水
だ
け
で

野
菜
を
栽
培
す
る
と
い
う
、
区
内

で
は
珍
し
い
「
水
耕
栽
培
」
と
い

う
手
法
で
農
業
を
営
ん
で
い
る
新

井
宏
治
さ
ん
(
6
6歳
)
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

□
消
費
の
流
行
に
合
わ
せ
て
日
々

努
力元

々
は
畑
作
を
営
ん
で
い
ま
し

た
が
、
1
5年
前
か
ら
現
在
の
水
耕

栽
培
で
小
松
菜
を
作
り
始
め
た
と

い
い
ま
す
。
現
在
で
は
、「
消
費

に
は
流
行
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
だ

か
ら
栽
培
す
る
種
類
を
増
や
す
な

ど
、
日
々
努
力
で
す
」
と
語
る
よ

う
に
、
小
松
菜
に
加
わ
え
て
水
菜

や
サ
ラ
ダ
菜
の
ほ
か
、
ミ
ニ
セ
ロ

リ
と
い
っ
た
珍
し
い
野
菜
な
ど
9

種
類
を
、
1
年
を
通
し
て
栽
培
し

て
い
ま
す
。

□
次
世
代
に
つ
な
ぐ
楽
し
さ

新
井
さ
ん
は
、
区
と
の
協
働

で
、
農
業
体
験
学
習
の
講
師
役
も

し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
児
や
小
・

中
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
、
多
い

と
き
は
約
1
0
0
人
も
の
生
徒
を
指
導

す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

「
今
の
子
ど
も
に
は
農
業
は
珍

し
い
ん
だ
ろ
う
ね
。
だ
か
ら
夢
中

に
な
っ
て
や
っ
て
い
る
よ
。
お
か

け
で
、
す
ぐ
に
作
業
が
終
わ
っ
ち

や
う
か
ら
、
次
の
準
備
が
大
変
な

ん
だ
よ
」
と
笑
い
な
が
ら
語
っ
た

が
、「
で
も
、
(そ
ん
な
子
ど
も
を

見
る
の
は
)
い
い
も
ん
で
す
よ
」

と
、
次
の
世
代
に
農
業
を
つ
な
ぐ

楽
し
さ
を
、
照
れ
臭
そ
う
に
付
け

加
え
て
く
れ
ま
し
た
。

□
安
全
・
安
心
が
第
一

最
近
、
食
の
安
全
・
安
心
が
脅

か
さ
れ
る
事
件
や
事
故
が
相
次
い

で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
考
え

ら
れ
な
い
」
と
一
言
。
そ
し
て

。

「
事
業
主
の
モ
ラ
ル
が
低
い
ん
で

し
ょ
う
ね
。『
人
』
が
食
べ
る
も

の
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
が

な
さ
す
ぎ
る
」
と
あ
き
れ
た
様
子

の
新
井
さ
ん
。

実
際
に
気
を
付
け
て
い
る
点
を

伺
う
と
「
農
薬
の
基
準
を
守
る
こ

と
は
当
た
り
前
。
い
か
に
虫
が
付

か
な
い
よ
う
に
す
る
か
を
、
い
つ

も
考
え
て
い
ま
す
。そ
も
そ
も
虫

が
付
か
な
け
れ
ば
農
薬
を
使
う
必

要
が
な
い
で
す
か
ら
ね
」
と
、消

費
者
に
と
っ
て
は
、
安
心
す
る
言

葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

□
新
鮮
な
野
菜
を
い
っ
ぱ
い

最
後
に
、「
と
に
か
く
健
康
の

た
め
に
も
、
新
鮮
な
お
い
し
い
野

菜
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
欲
し
い
。

特
に
区
内
の
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も

ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。メ
タ

ボ
予
防
に
も
な
り
ま
す
か
ら
ね
」

と
冗
談
交
じ
り
に
笑
顔
で
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

今
回
紹
介
し
た
新
井
さ
ん
の
ほ

か
、
区
内
農
家
が
作
っ
た
新
鮮
な

野
菜
は
、
区
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
購
入
で
き
ま
す
。
バ
イ
ヤ
ー

(
買
い
付
け
人
)
が
直
接
買
い
付

け
に
来
て
、
限
ら
れ
た
敷
地
の
中

で
、
工
夫
し
て
栽
培
さ
れ
た
良
質

な
野
菜
だ
か
ら
と
、
安
心
し
て
店

頭
に
並
べ
て
い
る
そ
う
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
区
内
で
栽
培
さ
れ

た
新
鮮
な
野
菜
を
、
ぜ
ひ
家
庭
で

楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

▲ 水耕栽培は、水を含
ませたスポンジに種
をまきます

▲ 野菜を育てる姿勢に妥協
なし

▲ 区内農家が作っ
た地場野菜の目
印の一つ

ま
ち
か
ど
Q
&A

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
に
聞

き
ま
し
た

～
子
育
て
サ
ロ
ン
綾
瀬
～

今
号
か
ら
始
ま
る
新
コ
ー
ナ
ー

「
ま
ち
か
ど
Q
&
A

」
で
は
、
広

報
課
職
員
が
ま
ち
で
聞
い
た
皆
さ

ん
の
意
見
・
質
問
な
ど
に
お
答
え

し
ま
す
。
今
回
は
子
育
て
サ
ロ
ン

綾
瀬
で
話
を
伺
い
ま
し
た
。
子
育

て
中
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
マ
マ

友
」
作
り
、
子
ど
も
向
け
の
催
し

な
ど
、
毎
日
の
子
育
て
を
充
実
さ

せ
た
い
と
い
う
意
見
が
多
く
あ
る

一
方
、
子
ど
も
の
病
気
に
つ
い
て

な
ど
の
不
安
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
マ
マ
友
」
を
作
る
の
に
良

い
場
所
を
知
リ
た
い
。

子
育
て
サ
ロ
ン
で
は
、
3
歳

ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者
が

自
由
に
遊
べ
る
と
共
に
、
同
じ
年

ご
ろ
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
保

護
者
の
仲
間
作
り
に
も
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
児
童
館
で

は
、
乳
幼
児
と
保
護
者
が
自
由
に

来
館
し
て
交
流
の
場
と
し
て
利
用

で
き
、
年
齢
ご
と
に
乳
幼
児
グ

ル
ー
プ
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も

の
身
体
測
定
や
、
一
緒
に
な
っ
た

保
護
者
同
士
の
交
流
の
場
と
な
る

「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
あ
い
あ

い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
「
の
び

の
び
親
子
ひ
ろ
ば
」で
は
、「
マ
マ

友
」
に
限
ら
ず
、
幅
広
い
世
代
と

の
交
流
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
向
け
の
地
域
の
催
し

が
あ
る
と
、
外
に
出
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
催
し

が
あ
り
ま
す
か
。

児
童
館
で
は
様
々
な
催
し
を

行
っ
て
お
り
、町
会
の
掲
示

板
や
回
覧
板
、区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。子
育
て
サ
ロ
ン
で
は
赤
ち
ゃ

ん
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
手
遊
び
な
ど
の

催
し
、
各
保
育
園
で
は
誕
生
会
な

ど
の
催
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
と

き
が
不
安
。
医
療
機
関
な
ど

の
情
報
が
ほ
し
い
。

都
の
医
療
機
関
案
内
「
ひ
ま

わ
り
」
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
電
話
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
(
1
面
欄
外
参
照
)
。
ま
た

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
に
は
、
管
内

の
医
療
機
関
を
は
じ
め
、
公
園
や

児
童
館
を
ま
と
め
た
小
冊
子
「
子

育
て
マ
ッ
プ
」
が
置
い
て
あ
り
、

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
い
合

わ
せ
先
=
▽
こ
の
記
事
…
広
報
係
　
　

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
1
5

▽
子
育
て
サ
ロ
ン
…
こ

ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

▽
児
童
館
…
指
導
相
談
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
6
8

▽
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
…
2
面
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照

▽
保
育
園
…
わ
た
し
の
便
利
帳

(
1
0
0
ペ
ー
ジ
)

を
参
照

▽
の
び
の
び
親
子
ひ
ろ
ば
…
あ
い

あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

電
話
(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

▲ 子育てサロンには仲間
がいっぱい。ここでで
きた友達も多いそう

この下は広告スペースです。内容については各広告主にお間い合わせください。広告掲戴のお間い合わせは、広報課へ電話3880- 5815

足 立 区
ADACHI　CI TY

広報番組「情報キャッチ! ! 　好きです。あだち」
放送=10月27日～11月2日、午前9時/午後O時30分/午後6時(土・日曜日は午後9時30分)
※ 区のホームページでもご覧になれます　問い合わせ先=広報係電話3880- 5815

区公式HP で検索してね

情 報 キ ャ ッ チ
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「読み語 り 」で信頼と豊かな心を
育 もう

「あだ ちは毎日が『読み語り』の日! 」になっています。「読み語り」で子どもは
本が大好きになります。さあ

、
絵本を手にと

って
読み語りをしましょう

。 問い合わせ先=教育改革推進課調整係　　　　　　　　　　　
電話3880- 5981

「読み語り」とは
「読み語り」は、単に絵本を読んであげ
るだけでなく、読み手と聞く子どもとの
交流でもあります。区では、読み手と聞
き手の心の交流やふれあいを強調するた
め、「読み聞かせ」ではなく「読み語り」
としています。

「読み語り」は生きる力を作る

「読み語り」は人間形成にとって、とて
も大切な役割を果たします。「読み語
り」を通して、親子の信頼関係や豊かな
心が育まれるとともに、想像力や優し
さ、社会性などが得られ、自立した人間
として力強く生きるための力の基礎が作
られます。

家庭での習慣化を
区では、「読み語り」の大切さを知って

もらうための活動を行っています。
□ 読み語りボランティアの活動
区内の保健総合センターを中心に、区

立図書館や住区センターなどで、主に乳
幼児親子を対象とした絵本の「読み語
り」やパネルシアター、手遊び、指遊び
などを織り込んだおはなし会を定期的に
行っています。
□ 「あだち絵本ガイド101」の配布
区立図書 館や保 健総合センターなど
で、読み語りに適した絵本
を紹介している冊子を配布
しています。

足立区読み語りキャラクター「ハムハム」

読み語
り

ワ ン ポ イ ン ト ア ド バイ ス

読み語りは心地よいコミュニケーション
絵本を読むときは、心を込めて読み、読み

手も一緒に楽しむことが大切です。

ゆっくり読む
子どもたちに人気がある絵本は、「シンプ

ル」「リズミカル」という特徴があります。そ
れは子どもにとって聞き取りやすく、興味を
ひきやすいためです。読み手は「丁寧に、は
っきり読む」ことを心掛けましょう。

いつでも、どこでも
読み語りに適した時間や場所などの決まり

はありません。手の届くところにいつも絵本
を置いておき、子どもの好きなときに、いつ
でも、どこでも、何度でも読んであげてくだ
さい。

読み語り 推進イベント

親子
で 楽しも う !

おんがくと えほん

第1 部 東京藝術大学「おとあそび♪
音楽隊」による音楽会と音楽

劇( 曲目…犬のおまわりさん/ 赤とん
ぼ/ 子鹿のバンビなど)

当
日
演
奏
す
る
「
お

と
あ
そ
び
♪
音
楽

隊
」
の
メ
ン
バ
ー

11 月23 日( 祝)
午前10時30分～正午
区役所庁舎ホール

第2 部
「おはなし会～マイケルさ
んとあそぼう～」と絵本の貸

し出し ※ 貸し出しには図書館で発行
する「貸出カード」が必要
対象= 就学前の子どもとその保護者 定
員=200 組( 10 月27 日から先着順) 費用=
無料 申 し込 み方 法= 電話・フ ァク

ス・E メールで住所、電話・ファクス番
号、代表者氏名( ふりがな) 、参加人数、
「読み語りイベント参加希望」を連絡
申込・問い合わせ先=教育改革推進課調
整係電話3880- 5981

ファクス3880- 5606
メールkai kaku@ci t y. adachi . t okyo. j p

チ ェック 世界に1 つだけのイラスト入りのサイン色紙プレゼント!
当日、参加者の中から抽選で10人に、マイケル・グレイニエツさん

の世界で1 つだけの特別イラスト入りサイン色紙をプレゼントします。
※ イベント当日、マイケルさんの絵本を持参した方にサイン会も開催

第2 部に出演するマイケルさんのミニ情報

マイケル・グレイニエツさんは区内にお住まい
の絵本作家です。最新作「フィアボ」は、お話を
聞かせるのが大好きな魚の心温まる深海ファンタ
ジー。マイケルさんはこの絵本で、自然の中で生
きるすべての生き物のシンプルな愛を描きたかっ
たそうです。第2 部の「マイケルさんとあそぼ
う」では、そんなマイケルさんと一緒に、「フィ
アボ」のおはなし会や英語のクイズ、工作で楽し
く遊びます。中央図書館によく通っているマイケ
ルさんと、この機会に仲良くなりませんか。

○ マイケル・グレイニエツ氏
略歴○
区内在住( ポーランド生まれ)
の絵本作家。ヨーロッパでイ
ラ スト レ ータ ーとして 活躍
後、来 日。「お月さまってど
んなあじ? 」で日本絵本賞翻
訳絵本賞を受賞( 平成8 年) 。
そのほか、「にじいろのはな」
「いのちのいろえんぴつ」な
ど多数作品あり

この下は広告スペースです。内容については各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは、広報課へ電話3880- 5815

世帯 と人口 20年10月1 日現在( 外国人含む) 世帯数: 310, 267　 人口: 656, 879 人( 男: 330, 909 人, 女: 325, 970 人)
再生紙を使用

S. H. A　303, 400


